
管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0001

　ゲーム機のＡＣアダプターの電源プ
ラグ根元部分から火が出た。

　電源コードの芯線の断面積が狭かったた
め、使用中に加わる繰り返し応力により、電
源プラグ側コードプロテクター付近で断線
し、スパークが発生したものと推定される。
　なお、ＡＣアダプターはネット購入した社
外品であり、事業者名の表示は記載されてい
なかった。

　製造事業者等が不明であるため、措置は
とれないが、ＮＩＴＥは、引き続き同様の
事故発生状況に注視し、必要に応じて対応
することとした。

 2014-0828

テ
キ
ス
ト
2

2014/06/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 ＡＣアダプター（ゲーム機
用）

AC ADAPTOR PSP

不明

使用期間：約６か月

 
消費者センター

（受付:2014/07/10）

( A1 )( 製品破損 )

　携帯電話機（スマートフォン）のＡ
Ｃアダプターから火花が出て、指に火
傷を負った。

　被害者が出力コネクター部に応力を加えた
ため、コネクターピンとコネクターシェル
（金属）が変形して接触状態となり、スパー
クが生じ、コネクター樹脂が焼損したものと
推定される。
　なお、取扱説明書には、『上下左右に無理
な力を加えない。水平に真っ直ぐ抜き差しす
る。火災、やけど等の原因となる。』旨、記
載されている。

　ブランド事業者は、被害者の不注意とみ
られる事故であるため、措置はとらなかっ
た。

 2014-1340

テ
キ
ス
ト
2

2014/08/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

岐阜県

 ＡＣアダプター（携帯電話
用）

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2014/09/12）

( E2 )( 軽傷 )

　携帯電話用充電器付近から出火し、
周辺を焼損した。

　本体樹脂は焼損しているが、本体内部及び
プラグ刃に出火の痕跡は認められないことか
ら、製品に起因しない事故と推定される。

　ＮＩＴＥは、引き続き同様の事故発生状
況に注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、製造事業者等は不明であった。

 2013-2604

テ
キ
ス
ト
2

2013/12/28

テ
キ
ス

（事故発生地）

山口県

 ＡＣアダプター（携帯電話
用）

使用期間：不　明

 
消防機関

（受付:2014/01/06）

( F2 )( 拡大被害 )

　使用中のＬＥＤランプの樹脂製カ
バーが焦げた。

　雑音防止用コンデンサーに不具合品が混入
したため、内部短絡が生じて異常発熱し、基
板パターン線間で短絡したことから、基板の
一部が焼損して煤が樹脂製カバーに付着した
ものと推定される。

　輸入事業者は、他に同種事故発生の情報
はなく、拡大被害に至っていないことか
ら、措置はとらなかった。　ＮＩＴＥは、
引き続き同様の事故発生状況に注視し、必
要に応じて対応することとした。

 2013-0141

テ
キ
ス
ト
2

2013/03/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 ＬＥＤランプ（電球型）

LDA9L-H8

（株）オーム電機

使用期間：約２年

 
消費者センター

（受付:2013/04/12）

( A3 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0002

　子供がタブレット端末を充電しよう
としたところ、ＵＳＢ変換ケーブル
の端子から発煙し、手指に火傷を
負った。

　ＵＳＢコネクターと本体を接続する際、挿
抜以外の向きに外力が加わったため、コネク
ターシェル（金属）と内部のピンに変形が生
じて接触不良、あるいは短絡状態となり、異
常発熱してスパークが発生したものと推定さ
れる。
　なお、取扱説明書には、「充電は必ず保護
者が行う。ケーブルの脱着はねじったりせず
に、まっすぐに行う。」旨、記載されてい
る。

　輸入事業者は、保護者の不注意とみられ
る事故であるが、ホームページにＡＣアダ
プターの取り扱いについて掲載し、注意喚
起を行っている。
　なお、２０１４（平成２６）年２月出荷
分からケーブルに注意喚起のラベルを貼付
し、同年６月出荷分から品質の改善を行っ
ている。

 2014-0754

テ
キ
ス
ト
2

2014/02/12

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 ＵＳＢ変換ケーブル（タブ
レット端末用）

使用期間：約３か月

 
輸入事業者

（受付:2014/07/01）

( E2 )( 軽傷 )

　子供が充電中のタブレット端末から
ＵＳＢ変換ケーブルを抜いたところ、
火花が出て、手指に火傷を負った。

　ＵＳＢコネクターと本体を接続する際、挿
抜以外の向きに外力が加わったため、コネク
ターシェル（金属）と内部のピンに変形が生
じて接触不良、あるいは短絡状態となり、異
常発熱してスパークが発生したものと推定さ
れる。
　なお、取扱説明書には、「充電は必ず保護
者が行う。ケーブルの脱着はねじったりせず
に、まっすぐに行う。」旨、ケーブルのラベ
ルには、「充電や電子機器への接続は必ず保
護者の方が行う。」旨、記載されている。

　輸入事業者は、保護者の不注意とみられ
る事故であるが、ホームページにＡＣアダ
プターの取り扱いについて掲載し、注意喚
起を行っている。
　なお、２０１４（平成２６）年２月出荷
分からケーブルに注意喚起のラベルを貼付
し、同年６月出荷分から品質の改善を行っ
ている。

 2014-0755

テ
キ
ス
ト
2

2014/05/17

テ
キ
ス

（事故発生地）

広島県

 ＵＳＢ変換ケーブル（タブ
レット端末用）

使用期間：約１か月

 
輸入事業者

（受付:2014/07/01）

( E2 )( 軽傷 )

　アイスクリームメーカーを使用中、
発煙して動かなくなった。

　モーターに負荷がかかり異常発熱した際、
安全装置（サーモスタット及び電流ヒュー
ズ）の作動が遅いため、モーター巻線の絶縁
物が過熱して発煙し、サーモスタットが作動
して動かなくなったものと推定される。＜事
業者の見解＞冷凍庫から出して半解凍状態に
なっていない硬い材料を使用したことによっ
て、通常使用の範囲を超える急激な負荷がか
かってしまったことが、事故の主要因である
ものと考えられる。事故発生率は発売初年度
と比較して減少傾向にあるが、故障の原因と
なる使用方法の通知不足および取扱注意の警
告不足についても原因の一部と認識してい
る。（事故原因区分：Ｅ１）

　輸入事業者は、取扱説明書、同梱のチラ
シ及びホームページにより注意喚起を行っ
ており、被害者の誤った使用方法による事
故とみており、サーモスタットが作動し、
拡大被害に至る可能性は低いと考えられる
ことから、措置はとらなかった。

 2014-0291

テ
キ
ス
ト
2

2014/00/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

福島県

 アイスクリームメーカー

ヨナナス901

（株）ドール

使用期間：約１か月

 
輸入事業者

（受付:2014/04/30）

( A1 )( 被害なし )

　アイスクリームメーカーを使用中、
発煙して異臭がした。

　モーターに負荷がかかり異常発熱した際、
安全装置（サーモスタット及び電流ヒュー
ズ）の作動が遅いため、モーター巻線の絶縁
物が過熱して発煙し、異臭が生じたものと推
定される。＜事業者の見解＞冷凍庫から出し
て半解凍状態になっていない硬い材料を使用
したことによって、通常使用の範囲を超える
急激な負荷がかかってしまったことが、事故
の主要因であるものと考えられる。事故発生
率は発売初年度と比較して減少傾向にある
が、故障の原因となる使用方法の通知不足お
よび取扱注意の警告不足についても原因の一
部と認識している。（事故原因区分：Ｅ１）

　輸入事業者は、取扱説明書、同梱のチラ
シ及びホームページにより注意喚起を行っ
ており、被害者の誤った使用方法による事
故とみており、サーモスタットが作動し、
拡大被害に至る可能性は低いと考えられる
ことから、措置はとらなかった。

 2014-0445

テ
キ
ス
ト
2

2014/04/30

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 アイスクリームメーカー

ヨナナス901

（株）ドール

使用期間：約３回

 
輸入事業者

（受付:2014/05/21）

( A1 )( 被害なし )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0003

　エアコンの電源プラグを差し込んだ
ところ、室内機から異音がして発煙し
た。

　ファン電動機内部のプリント基板上のコン
デンサーが短絡したことで、基板上の部品が
発熱し、ファン電動機内部のプリント基板が
焼損してファン電動機から発火、発煙したも
のと推定される。

　製造事業者は、２０１４（平成２６）年
１０月１７日付けホームページ及び翌１８
日付け新聞に社告を掲載し、無償で点検・
修理を行っている。

 2014-0550

テ
キ
ス
ト
2

2014/05/23

テ
キ
ス

（事故発生地）

広島県

 エアコン

ATN22GSE-W

ダイキン工業（株）

使用期間：約７年４か月

 
製造事業者

（受付:2014/06/03）

( A3 )( 拡大被害 )

　使用中のエアコンから異音がし、発
煙、発火した。

　施工業者が電源コードを途中で別のコード
と手より接続したため、接続部で接触不良が
生じて異常発熱し、発煙、発火したものと推
定される。
　なお、取扱説明書及び据付説明書には、
「電源コードは途中接続しない。感電、火災
の原因になる。」旨、記載されている。

　製造事業者は、施工業者の施工不良とみ
られる事故であるため、措置はとらなかっ
た。

 2014-0228

テ
キ
ス
ト
2

2014/03/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 エアコン

使用期間：約２年

 
消費者センター

（受付:2014/04/18）

( D1 )( 拡大被害 )

　エアコンから出火し、天井などを焼
損した。

　施工業者がエアコン内部で電源コードと屋
内配線を途中接続していたこと、及び途中接
続部（圧着スリーブ）でカシメ不良があった
ことから、接触不良が生じて異常発熱し、絶
縁物の炭化により短絡・スパークが発生して
出火したものと推定される。
　なお、取扱説明書には、「電源コードを途
中で接続すると感電や発熱・火災の原因にな
る」旨、記載されている。

　製造事業者は、設置業者の施工不良とみ
られる事故であるため、措置はとらなかっ
た。

 2014-0261

テ
キ
ス
ト
2

2014/04/21

テ
キ
ス

（事故発生地）

島根県

 エアコン

使用期間：約１６年

 
消防機関

（受付:2014/04/24）

( D1 )( 拡大被害 )

　エアコンのスイッチを入れたとこ
ろ、基板付近から出火し、周辺を焼損
した。

　付近の電柱に落雷して停電が生じ、復旧直
後の運転開始時に出火していることから、落
雷の影響により基板上で絶縁破壊が生じ、復
旧後の通電により短絡して焼損したものと推
定される。

　製造事業者は、天災により発生した事故
であるため、措置はとらなかった。

 2013-0968

テ
キ
ス
ト
2

2013/07/15

テ
キ
ス

（事故発生地）

徳島県

 エアコン

使用期間：不　明

 
消防機関

（受付:2013/07/18）

( F1 )( 拡大被害 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0004

　エアコン室外機付近から出火し、周
辺を焼損した。

　事故品内部及びユニット間配線等に出火の
痕跡は認められないことから、製品に起因し
ない事故と推定される。

　製造事業者は、製品に起因しない事故で
あるため、措置はとらなかった。

 2014-0825

テ
キ
ス
ト
2

2014/06/29

テ
キ
ス

（事故発生地）

静岡県

 エアコン室外機

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2014/07/10）

( F2 )( 拡大被害 )

　エアコン室外機付近から出火した。 　事故品の電気部品に出火の痕跡は認められ
ないことから、製品に起因しない事故と推定
される。

　製造事業者は、製品に起因しない事故で
あるため、措置はとらなかった。

 2014-0865

テ
キ
ス
ト
2

2014/07/05

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 エアコン室外機

使用期間：約１１年

 
消防機関

（受付:2014/07/16）

( F2 )( 製品破損 )

　テレビの電源を入れたところ、異音
がした。

　電源基板上のセラミックコンデンサーが破
損して異音が生じたものと推定されるが、破
損した原因の特定はできなかった。

　輸入事業者が倒産しているため、措置は
とれないが、ＮＩＴＥは、引き続き同様の
事故発生状況に注視し、必要に応じて対応
することとした。

 2014-1084

テ
キ
ス
ト
2

2014/07/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 カラーテレビ（プラズマ）

PH-4203DFK

バイ・デザイン（株）（倒産）

使用期間：約６年

 
消費者センター

（受付:2014/08/07）

( G3 )( 製品破損 )

　テレビの電源を入れたところ、機器
背面から発煙した。

　電源基板の電解コンデンサーに不具合品が
混入したため、異常発熱して内圧が上昇し、
安全弁が作動して噴出した電解液の蒸気が発
煙に見えたものと推定される。

　輸入事業者は、他に同種事故発生の情報
はなく、拡大被害に至っていないことか
ら、措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。

 2014-1187

テ
キ
ス
ト
2

2014/08/15

テ
キ
ス

（事故発生地）

高知県

 カラーテレビ（液晶）

32AE1

（株）東芝

使用期間：約３年７か月

 
消費者センター

（受付:2014/08/19）

( A3 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0005

　使用中のコーヒーメーカーから発火
し、周辺を焼損した。

　電源コードと内部配線を接続している端子
台において、接続端子のカシメ不良、あるい
は端子台のビスの締め付け不良があったた
め、接触不良が生じて異常発熱し、端子台樹
脂及び外郭樹脂の一部が焼損したものと推定
される。

　輸入事業者は、２０１４（平成２６）年
５月１５日付け新聞及びホームページに社
告を掲載し、対象ロットについて無償で製
品の回収を行っている。

 2013-3607

テ
キ
ス
ト
2

2014/01/17

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 コーヒーメーカー

AP-103

（株）カリタ

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2014/01/29）

( A2 )( 拡大被害 )

　使用中のコーヒーメーカーから発火
し、周辺を焼損した。

　電源コードと内部配線を接続している端子
台において、接続端子のカシメ不良、あるい
は端子台のビスの締め付け不良があったた
め、接触不良が生じて異常発熱し、端子台樹
脂及び外郭樹脂の一部が焼損したものと推定
される。

　輸入事業者は、２０１４（平成２６）年
５月１５日付け新聞及びホームページに社
告を掲載し、対象ロットについて無償で製
品の回収を行っている。

 2014-0187

テ
キ
ス
ト
2

2012/07/20

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 コーヒーメーカー

AP-103

（株）カリタ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2014/04/15）

( A2 )( 拡大被害 )

　使用中のコーヒーメーカーから異臭
がし、火が出た。

　電源コードと内部配線を接続している端子
台において、接続端子のカシメ不良、あるい
は端子台のビスの締め付け不良があったた
め、接触不良が生じて異常発熱し、端子台樹
脂の一部が焼損したものと推定される。

　輸入事業者は、２０１４（平成２６）年
５月１５日付け新聞及びホームページに社
告を掲載し、対象ロットについて無償で製
品の回収を行っている。

 2014-0406

テ
キ
ス
ト
2

2013/07/02

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 コーヒーメーカー

AP-103

（株）カリタ

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2014/05/15）

( A2 )( 製品破損 )

　使用中のコーヒーメーカーから異臭
がした。

　電源コードと内部配線を接続している端子
台において、接続端子のカシメ不良、あるい
は端子台のビスの締め付け不良があったた
め、接触不良が生じて異常発熱し、端子台樹
脂の一部が焼損したものと推定される。

　輸入事業者は、２０１４（平成２６）年
５月１５日付け新聞及びホームページに社
告を掲載し、対象ロットについて無償で製
品の回収を行っている。

 2014-0407

テ
キ
ス
ト
2

2014/04/21

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 コーヒーメーカー

AP-103

（株）カリタ

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2014/05/15）

( A2 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0006

　使用中のコーヒーメーカーから火が
出た。

　電源コードと内部配線を接続している端子
台において、接続端子のカシメ不良、あるい
は端子台のビスの締め付け不良があったた
め、接触不良が生じて異常発熱し、端子台樹
脂及び外郭樹脂の一部が焼損したものと推定
される。

　輸入事業者は、２０１４（平成２６）年
５月１５日付け新聞及びホームページに社
告を掲載し、対象ロットについて無償で製
品の回収を行っている。

 2014-0437

テ
キ
ス
ト
2

2014/05/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 コーヒーメーカー

AP-103

（株）カリタ

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2014/05/20）

( A2 )( 製品破損 )

　サウナバス付近から出火し、住宅を
全焼した。

　本体のヒーターユニット、制御盤及び電源
コードに出火の痕跡は認められないことか
ら、製品に起因しない事故と推定される。

　ＮＩＴＥは、引き続き同様の事故発生状
況に注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、製造事業者等は不明であった。

 2014-0827

テ
キ
ス
ト
2

2014/06/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

奈良県

 サウナ用ヒーター

使用期間：約２３年

 
消防機関

（受付:2014/07/10）

( F2 )( 拡大被害 )

　使用中のノートパソコンから異音が
して火花が出て、周辺を焼損した。

　バッテリーセル（リチウムイオン）製造時
の不具合によって生じた金属異物がセル内に
混入し、振動や充放電などのストレスがかか
り、内部短絡して異常発熱し、焼損したもの
と推定される。

　輸入事業者は、２０１４（平成２６）年
４月２４日付けホームページ及び翌２５日
付け新聞に社告を掲載し、無償でバッテ
リー交換を行っている。

 2014-0255

テ
キ
ス
ト
2

2014/04/14

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 ノートパソコン

SVF11N19EJS

ソニーイーエムシーエス（株）

使用期間：約１か月

 
輸入事業者

（受付:2014/04/24）

( A3 )( 拡大被害 )

　パソコンを起動したところ、発煙し
た。

　内蔵されている電源ユニットに不具合品が
混入したため、異常発熱して電源ユニット内
部が焼損したものと推定される。

　事業継承者は、拡大被害に至っていない
ことから、既販品に対する措置はとらない
が、今後の事故発生状況を注視し、必要に
応じて対応することとした。

 2013-3900

テ
キ
ス
ト
2

2014/02/21

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 パソコン（電源ユニット）

FRS520/23A（電源ユニット：
PP-250）

（株）ＫＯＵＺＩＲＯ（事業継
承：インバースネット（株））

使用期間：約１年

 
消費者センター

（受付:2014/02/28）

( A3 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0007

　パソコンから発煙した。 　内蔵されている電源ユニットに不具合品が
混入したため、異常発熱して電源ユニット内
部が焼損したものと推定される。

　事業継承者は、拡大被害に至っていない
ことから、既販品に対する措置はとらない
が、今後の事故発生状況を注視し、必要に
応じて対応することとした。

 2013-4186

テ
キ
ス
ト
2

2014/03/04

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 パソコン（電源ユニット）

FRSQ516/D（電源ユニット：
PP-250）

（株）ＫＯＵＺＩＲＯ（事業継
承：インバースネット（株））

使用期間：不　明

 
販売事業者

（受付:2014/03/26）

( A3 )( 製品破損 )

　プリンター付近から出火し、周辺を
焼損した。

　事故品の電気部品に出火の痕跡は認められ
ないことから、製品に起因しない事故と推定
される。

　輸入事業者は、製品に起因しない事故で
あるため、措置はとらなかった。

 2014-0696

テ
キ
ス
ト
2

2014/06/17

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 パソコン周辺機器（プリン
ター）

使用期間：約６か月

 
消防機関

（受付:2014/06/20）

( F2 )( 拡大被害 )

　ヘアドライヤーを使用中、電源コー
ドの付け根付近から火花が出て、足に
軽傷を負った。

　本体側コードプロテクター部に過度なスト
レスが繰り返し加わったため、コード芯線が
断線し、スパークが発生したものと推定され
る。
　なお、取扱説明書には、「コードがよじれ
たままでは使わない。断線して火花が出るこ
とがある。」旨、記載されている。

　輸入事業者は、被害者の不注意とみられ
る事故であるため、措置はとらなかった。
　なお、ＮＩＴＥでは、事故防止のための
ハンドブック（身・守りハンドブック）や
ホームページで同様の事故事例を紹介し、
注意喚起を行っている。

 2014-0188

テ
キ
ス
ト
2

2014/03/26

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 ヘアドライヤー

使用期間：約４年

 
消費者センター

（受付:2014/04/15）

( E2 )( 軽傷 )

　ヘアドライヤーを使用中、電源コー
ドの本体側付け根部分から火花が出
て、手に火傷を負った。

　本体側コードプロテクター部に過度なスト
レスが繰り返し加わったため、コード芯線が
断線し、スパークが発生したものと推定され
る。
　なお、取扱説明書には、「電源コードを無
理に曲げない、ねじらない、引っ張らない、
巻き付けない。火災の恐れがある」旨、記載
されている。

　輸入事業者は、被害者の不注意とみられ
る事故であるため、措置はとらなかった。
　なお、ＮＩＴＥでは、事故防止のための
ハンドブック（身・守りハンドブック）や
ホームページで同様の事故事例を紹介し、
注意喚起を行っている。

 2014-1001

テ
キ
ス
ト
2

2014/07/21

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 ヘアドライヤー

使用期間：約３年

 
消費者センター

（受付:2014/07/28）

( E2 )( 軽傷 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0008

　ヘアドライヤーを使用中、電源コー
ドの本体側付け根部分から火花が出
て、腕に火傷を負った。

　本体側コードプロテクター部に過度なスト
レスが繰り返し加わったため、コード芯線が
断線し、スパークが発生したものと推定され
る。
　なお、取扱説明書には、「電源コードを無
理に曲げない、ねじらない、引っ張らない、
巻き付けない。火災の恐れがある」旨、記載
されている。

　輸入事業者は、被害者の不注意とみられ
る事故であるため、措置はとらなかった。
　なお、ＮＩＴＥでは、事故防止のための
ハンドブック（身・守りハンドブック）や
ホームページで同様の事故事例を紹介し、
注意喚起を行っている。

 2014-1057

テ
キ
ス
ト
2

2014/07/06

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 ヘアドライヤー

使用期間：約５年

 
消費者センター

（受付:2014/08/04）

( E2 )( 軽傷 )

　使用中のポータブルＤＶＤプレー
ヤーから発煙した。

　バッテリーパック（リチウムイオン）の内
部短絡等により、バッテリーパックが異常発
熱し、機器本体の樹脂が溶融して発煙したも
のと推定される。

　輸入事業者は、２００９（平成２１）年
１０月１５日付けのホームページ及び同月
２０日付けの新聞に社告を掲載し、対象
バッテリーパックの無償交換を行ってい
る。

 2014-1005

テ
キ
ス
ト
2

2014/07/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 ポータブルＤＶＤプレー
ヤー（液晶テレビ付）

SD-P120DT

（株）東芝

使用期間：約５年７か月

 
輸入事業者

（受付:2014/07/28）

( A3 )( 製品破損 )

　使用中のラミネーターから発煙し
た。

　製造工程上で排出プレートを固定するねじ
を締め付けすぎたため、排出プレートが変形
して排出経路を塞いだことから、ラミネート
フィルムがローラーに巻き付き、過熱されて
発煙したものと推定される。
　なお、紙詰まりを検出して逆転させ、挿入
口から排出する自動逆転機構が作動しなかっ
た原因の特定はできなかった。

　輸入事業者は、他に同種事故発生の情報
はなく、拡大被害に至っていないことか
ら、既販品に対する措置はとらなかった。
　なお、今後製造する製品については、排
出プレート及びすべての部品管理、ねじの
増し締め及び増し締めマーキングの実施、
ユニットの組立後に目視と触診検査、受け
入れ時の抜き取り検査をそれぞれ徹底する
こととした。

 2014-0737

テ
キ
ス
ト
2

2014/06/08

テ
キ
ス

（事故発生地）

宮城県

 ラミネーター

QHE325

（株）明光商会

使用期間：約４年９か月

 
輸入事業者

（受付:2014/06/26）

( A2 )( 製品破損 )

　使用中の温水洗浄便座から異音が
し、異臭がして発煙した。

　長期使用（約１０年）により、ヒーターと
温水タンクの嵌合用パッキンが劣化したた
め、水が滲み出して温水タンク上部に水分が
溜まり、制御基板上で結露が生じたことか
ら、電源基板上のコネクター内部で絶縁性が
低下して短絡し、コネクター樹脂の一部が炭
化して発煙したものと推定される。

　製造事業者は、事故原因は不明とみてお
り、他に同種事故発生の情報はないことか
ら、措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視することとした。

 2013-1935

テ
キ
ス
ト
2

2013/10/20

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 温水洗浄便座

DT-4512

（株）ＩＮＡＸ（現　（株）Ｌ
ＩＸＩＬ）

使用期間：約１０年

 
消費者センター

（受付:2013/10/25）

( C1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0009

　温水洗浄便座から発煙し、電源プラ
グ付近が焼損した。

　プラグ及びコンセントに尿等の異物が付着
したため、腐食してプラグ刃と刃受けとの間
で接触不良が生じ、異常発熱して樹脂部が焼
損したものと推定される。
　なお、取扱説明書には、「本体や電源プラ
グ部に水や洗剤をかけない。火災や感電のお
それがある。」旨、記載されている。

　製造事業者は、被害者の不注意とみられ
る事故であるため、措置はとらなかった。

 2014-0458

テ
キ
ス
ト
2

2014/05/04

テ
キ
ス

（事故発生地）

広島県

 温水洗浄便座

使用期間：約１５年８か月

 
消費者センター

（受付:2014/05/22）

( E2 )( 拡大被害 )

　温水洗浄便座から焦げ臭いにおいが
して、本体側面が熱くなった。

　ＤＣ電源基板上のモーター制御用ＩＣが異
常発熱し、基板とポッティング剤が焦げて異
臭がしたものと推定されるが、ＩＣが異常発
熱した原因の特定はできなかった。

　製造事業者は、拡大被害に至っていない
ことから、措置はとらなかった。　ＮＩＴ
Ｅは、引き続き同様の事故発生状況に注視
し、必要に応じて対応することとした。

 2012-1321

テ
キ
ス
ト
2

2012/08/08

テ
キ
ス

（事故発生地）

群馬県

 温水洗浄便座

TCF741 #SG6

東陶機器（株）（現　ＴＯＴＯ
（株））

使用期間：約１５年

 
製造事業者

（受付:2012/09/06）

( G3 )( 製品破損 )

　換気扇付近から出火し、周辺を焼損
した。

　モーター用コンデンサーに不具合品が混入
したため、絶縁劣化による内部短絡が生じて
異常発熱し、樹脂部品が焼損して出火したも
のと推定される。

　製造事業者等が不明であるため、措置は
とれないが、ＮＩＴＥは、引き続き同様の
事故発生状況に注視し、必要に応じて対応
することとした。

 2014-0783

テ
キ
ス
ト
2

2014/06/08

テ
キ
ス

（事故発生地）

岡山県

 換気扇

不明

不明

使用期間：約７年

 
消防機関

（受付:2014/07/04）

( A3 )( 拡大被害 )

　携帯型音楽プレーヤーをクレードル
型のスピーカーに接続して使用してい
たところ、接続部付近が溶融し、発煙
した。

　バッテリーセル内部に製造不良があったこ
とにより、充放電サイクルを繰り返すうちに
バッテリー内の絶縁部が劣化し、バッテリー
が内部短絡を起こし過熱に至ったものと推定
される。

　輸入事業者は、２０１１（平成２３）年
１１月１２日から使用中止及び製品の交換
を行う旨をホームページ上で公表するとと
もに、同月１４日から、登録ユーザーに対
して同内容を周知する電子メールを送付し
ている。

 2014-0578

テ
キ
ス
ト
2

2014/04/26

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 携帯型音楽プレーヤー

iPod nano MA004J/A

（有）アップルジャパンホール
ディングス（現　Ａｐｐｌｅ　
Ｊａｐａｎ（同））

使用期間：約８年

 
消費者センター

（受付:2014/06/06）

( A2 )( 拡大被害 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0010

　携帯電話機（スマートフォン）を充
電中、ＡＣアダプターとの接続部が焦
げた。

　携帯電話機の接続端子内部に塩素を含む液
体が付着したため、充電時にショートが生じ
て異常発熱し、焦げたものと推定される。
　なお、外部接続端子には防水・防塵用のカ
バーがあり、取扱説明書には、「端末が濡れ
ている状態では絶対に充電しないで下さ
い。」旨、記載されている。

　製造事業者は、被害者の不注意とみられ
る事故であるため、措置はとらなかった。

 2014-1335

テ
キ
ス
ト
2

2014/06/16

テ
キ
ス

（事故発生地）

広島県

 携帯電話機

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2014/09/10）

( E2 )( 拡大被害 )

　蛍光ランプの電球が切れて、異臭が
した。

　点灯時にフィラメントコイルを予熱するＰ
ＴＣサーミスターに不具合品が混入したた
め、異常発熱して周辺の部品が焼損したもの
と推定される。

　製造事業者は、他に同種事故発生の情報
はなく、拡大被害に至っていないことか
ら、措置はとらなかった。　ＮＩＴＥは、
引き続き同様の事故発生状況に注視し、必
要に応じて対応することとした。

 2014-0370

テ
キ
ス
ト
2

2014/05/11

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 蛍光ランプ（電球型）

EFD21EL

東芝ライテック（株）

使用期間：約５年

 
消費者センター

（受付:2014/05/13）

( A3 )( 製品破損 )

　蛍光ランプの根元付近の樹脂ケース
が焦げた。

　ガラス管のガス封入部の肉厚が薄い部分が
あり、強度不足であったため、熱膨張収縮、
輸送中の振動などによって微細な損傷が生
じ、少しずつ空気が入り込み、フィラメント
部が異常発熱して付近のガラス管が過熱さ
れ、本体樹脂ケースが焼損したものと推定さ
れる。

　輸入事業者は、拡大被害に至る可能性は
低いことから、措置はとらなかった。　Ｎ
ＩＴＥは、引き続き同様の事故発生状況に
注視し、必要に応じて対応することとし
た。

 2014-0485

テ
キ
ス
ト
2

2014/05/15

テ
キ
ス

（事故発生地）

北海道

 蛍光ランプ（電球型、スパ
イラル形）

EFS12ED

兼松（株）

使用期間：不　明

 
消費者センター

（受付:2014/05/26）

( A2 )( 製品破損 )

　使用中の蛍光ランプの電球が切れ、
ランプの一部が焦げて変形した。

　蛍光ランプのフィラメントに塗布された電
子放電物質が消耗した状態で点灯が継続した
ことから、蛍光管の付け根が異常発熱し、蛍
光管固定部の樹脂が変色・溶融したものと推
定されるが、点灯が継続した原因の特定はで
きなかった。

　輸入事業者は、最終的にフィラメントが
切れて終息し、拡大被害に至る可能性は低
いことから、措置はとらなかった。　ＮＩ
ＴＥは、引き続き同様の事故発生状況に注
視し、必要に応じて対応することとした。

 2014-0446

テ
キ
ス
ト
2

2014/04/15

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 蛍光ランプ（電球型、スパ
イラル形）

EFSP12EL

（株）オーム電機

使用期間：不　明

 
消費者センター

（受付:2014/05/21）

( G3 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0011

　充電中の充電器が焦げて、周辺を焼
損した。

　内蔵バッテリー（リチウムイオン）に不具
合品が混入したため、充電中に内部短絡が生
じ、異常発熱して焼損したものと推定され
る。

　輸入事業者及び販売事業者（（株）セブ
ン－イレブン・ジャパン）は、２０１４
（平成２６）年７月８日付け新聞及びホー
ムページに社告を掲載し、製品の回収及び
代金返済を行っている。また、販売事業者
（（株）セブン－イレブン・ジャパン）で
は、店舗での店頭告知を行い、社告につい
て周知している。

 2014-0771

テ
キ
ス
ト
2

2014/06/28

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 充電器（リチウムイオン
バッテリー、ＵＳＢ接続
用）

LA-2600K

（株）トップランド

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2014/07/02）

( A3 )( 拡大被害 )

　充電中の充電器が変形、溶融して、
リチウムイオン電池が破裂し、窓枠が
変色した。

　内部のセルが異常発熱して発火・破裂した
ものと推定されるが、充放電制御の不具合に
よるものか、セルの不具合によるものか、異
常発熱した原因の特定はできなかった。

　輸入事業者は、他に同種事故発生の情報
はないことから、既販品に対する措置はと
らないが、当該製品の輸入を中止した。　
ＮＩＴＥは、引き続き同様の事故発生状況
に注視し、必要に応じて対応することとし
た。

 2014-0365

テ
キ
ス
ト
2

2014/05/06

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 充電器（リチウムイオン
バッテリー、ＵＳＢ接続
用）

EL-180

内海産業（株）

使用期間：約３か月

 
消防機関

（受付:2014/05/12）

( G3 )( 拡大被害 )

　除湿乾燥機を使用中、電源コードの
根本付近から火が出た。

　本体側の電源コードプロテクター部に過度
な応力が繰り返し加わったことから、芯線が
断線し、短絡・スパークが生じたものと推定
される。
　なお、取扱説明書には、「電源コードを傷
つけたり、無理に曲げたり等をしない。火災
の原因になる。」旨、記載されている。

　製造事業者は、被害者の不注意とみられ
る事故であるため、措置はとらなかった。

 2014-0223

テ
キ
ス
ト
2

2014/04/02

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 除湿乾燥機

使用期間：約１２年

 
消費者センター

（受付:2014/04/18）

( E2 )( 製品破損 )

　照明器具から点灯管が落下し、いす
の座面が溶融した。

　点灯管の放電電圧が低下し、蛍光ランプ点
灯後も点灯管内部で微小放電が継続して内部
部品が破損・異常放電・異常発熱したことか
ら、照明器具のソケット（合成樹脂製）が熱
変形し、点灯管が落下したものと推定される
が、点灯管の放電電圧が低下した原因の特定
はできなかった。

　製造事業者は、他に同種事故発生の情報
はないことから、措置はとらなかった。
　　なお、当該製品は２０１２年４月に生
産を終了している。　　ＮＩＴＥは、引き
続き同様の事故発生状況に注視し、必要に
応じて対応することとした。

 2013-1494

テ
キ
ス
ト
2

2013/08/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 照明器具（蛍光灯）

FV-18112

丸善電機（株）（現　アグレッ
ド（株））

使用期間：約１０年

 
消防機関

（受付:2013/09/06）

( G3 )( 拡大被害 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0012

　使用中の照明器具から発煙した。 　長期使用（約１０年）により、インバー
ター基板上の電解コンデンサーが劣化したた
め、内圧が上昇して安全弁が作動し、噴出し
た電解液の蒸気が発煙のように見えたものと
推定される。

　製造事業者は、電流ヒューズが作動して
終息しており、拡大被害に至っていないこ
とから、措置はとらなかった。
　なお、当該製品は既に生産を終了してい
る。　ＮＩＴＥは、引き続き同様の事故発
生状況に注視し、必要に応じて対応するこ
ととした。

 2014-0852

テ
キ
ス
ト
2

2014/07/06

テ
キ
ス

（事故発生地）

福井県

 照明器具（蛍光灯、イン
バーター式）

FPH-20004ZK

東芝ライテック（株）

使用期間：約１０年

 
消防機関

（受付:2014/07/15）

( C1 )( 製品破損 )

　使用中の照明器具付近から出火し、
作業場を全焼した。

　コード断線部の溶融痕は解析の結果、二次
痕の可能性が高いことから、製品に起因しな
い事故と推定される。

　ＮＩＴＥは、引き続き同様の事故発生状
況に注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、製造事業者等は不明であった。

 2014-0574

テ
キ
ス
ト
2

2014/05/16

テ
キ
ス

（事故発生地）

福岡県

 照明器具（天井つり下げ
型）

使用期間：不　明

 
消防機関

（受付:2014/06/05）

( F2 )( 拡大被害 )

　照明器具から異音がして、周辺を焼
損した。

　屋内配線の接続部に昆虫が入り込んだた
め、異極間で短絡が生じてスパークが発生
し、屋内配線の被覆が焼損したものと推定す
る。

　製造事業者は、偶発的な事故であるた
め、措置はとらなかった。

 2014-0821

テ
キ
ス
ト
2

2014/06/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 照明器具（白熱電球）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2014/07/09）

( F1 )( 拡大被害 )

　仏壇用の照明器具のスイッチ部分付
近から出火し、周辺を焼損した。

　スイッチ端子及びスイッチコードに出火の
痕跡は認められないことから、製品に起因し
ない事故と推定される。

　製造事業者は、製品に起因しない事故で
あるため、措置はとらなかった。

 2014-0016

テ
キ
ス
ト
2

2014/03/22

テ
キ
ス

（事故発生地）

香川県

 照明器具（仏壇用、灯籠）

使用期間：約２０年

 
消防機関

（受付:2014/04/02）

( F2 )( 拡大被害 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0013

　ネット通販で購入した食器洗い乾燥
機から警告音が鳴り、本体下部が過熱
して異臭がした。

　下部扉にある表示用基板の配線コネクター
の防水対策が不十分であったため、コネク
ター端子間に洗浄水が浸入し、トラッキング
現象が生じて焼損・異臭がしたものと推定さ
れる。

　製造事業者は、拡大被害に至っていない
ことから、措置はとらなかった。
　なお、当該製品は既に生産を終了してい
る。　ＮＩＴＥは、引き続き同様の事故発
生状況に注視し、必要に応じて対応するこ
ととした。

 2014-0290

テ
キ
ス
ト
2

2014/03/05

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 食器洗い乾燥機

NP-BM1

松下電器産業（株）（現　パナ
ソニック（株））

使用期間：約７年７か月

 
消費者センター

（受付:2014/04/30）

( A1 )( 製品破損 )

　使用中の食器洗い乾燥機から異臭が
した。

　被害者がノズルを正常に軸受けに挿入して
いなかったために、ノズルが軸受けから外れ
てヒーター上に倒れ、溶融したものと推定さ
れる。
　なお、取扱説明書には、「ノズルをカチッ
というまで押し込み、取り付けた後、ノズル
が手で軽く回ることを確認する」旨、記載さ
れている。

　製造事業者は、被害者の不注意とみられ
る事故であるため、措置はとらなかった。

 2014-0851

テ
キ
ス
ト
2

2014/07/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

静岡県

 食器洗い乾燥機（ビルトイ
ン型）

使用期間：約１０年

 
消防機関

（受付:2014/07/15）

( E2 )( 製品破損 )

　水槽用ヒーター付近から出火し、周
辺を焼損した。

　基板上の銅箔パターンの一部と基板が焼失
しており、当該部分から発火したものと考え
られるが、原因の特定はできなかった。

　販売事業者は、２０１０（平成２２）年
７月１２日、同年１２月２４日及び
２０１２（平成２４）年２月１４日付け
ホームページに告知を掲載し、製品の無償
交換を実施している。

 2014-0259

テ
キ
ス
ト
2

2014/04/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

岐阜県

 水槽用ヒーター（サーモス
タット付）

ICオートヒータートラスティ
300（ブランド：ジェックス
（株））
バラシマ工業（株）（倒産）

使用期間：不　明

 
販売事業者

（受付:2014/04/24）

( G3 )( 拡大被害 )

　扇風機付近から出火し、周辺を焼損
した。

　電源コードの中間部に過度の機械的ストレ
スが加わったことから、芯線が断線状態とな
り、短絡・スパークが生じて焼損したものと
推定される。
　なお、取扱説明書には、「電源コードを無
理に曲げたり、引っ張ったりしない。破損し
火災の原因になる。」旨、記載されている。

　輸入事業者は、製品に起因しない事故と
みていることから、措置はとらなかった。

 2014-1183

テ
キ
ス
ト
2

2014/06/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 扇風機

使用期間：約７日

 
輸入事業者

（受付:2014/08/18）

( E2 )( 拡大被害 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0014

　掃除機を使用中、焦げたようなにお
いがして吸い込みができなくなった。

　被害者がダストボックスのフィルターの手
入れを行わず使用を続けたため、フィルター
が目詰まりし、モーターに負荷がかかり、整
流子摺動部とカーボンブラシとの接触が不完
全になって異常なスパークが発生し、異臭が
したものと推定される。
　なお、取扱説明書及び同梱のお願い書に
は、「吸引力が弱くなったときは、フィル
ターをお手入れする。」旨、記載されていた
が、手入れを行わなかったときの想定される
事象に関する記載はなかった。

　輸入事業者は、被害者の不注意による事
故とみており、サーモスタットが作動し、
拡大被害に至る可能性は低いと考えられる
ことから、措置はとらなかった。

 2013-0453

テ
キ
ス
ト
2

2013/05/16

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 掃除機（サイクロン式）

MC-U53A

パナソニック（株）

使用期間：約２年

 
消費者センター

（受付:2013/05/21）

( B4 )( 製品破損 )

　使用中の電気オーブントースター付
近から出火し、周辺を焼損した。

　調理中にその場を離れて屋外にいたことか
ら、庫内の調理物が過熱されて出火したもの
と推定される。

　ＮＩＴＥは、引き続き同様の事故発生状
況に注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、製造事業者等は不明であった。

 2014-0239

テ
キ
ス
ト
2

2014/04/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

岩手県

 電気オーブントースター

使用期間：約１５年

 
消防機関

（受付:2014/04/21）

( E1 )( 拡大被害 )

　電気オーブントースター付近から出
火し、周辺を焼損して、重傷を負っ
た。

　事故品の電気部品に出火の痕跡は認められ
ないことから、製品に起因しない事故と推定
される。

　輸入事業者は、製品に起因しない事故で
あるため、措置はとらなかった。

 2014-0669

テ
キ
ス
ト
2

2014/06/04

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 電気オーブントースター

使用期間：不　明

 
消防機関

（受付:2014/06/17）

( F2 )( 重傷 )

　オーブンレンジから異臭がした。 　ヒーターと内部配線を接続するファストン
端子部で接触不良が生じて異常発熱し、端子
が溶断して端子カバー（樹脂製）が焼損した
ものと推定されるが、接触不良が生じた原因
の特定はできなかった。

　輸入事業者は、拡大被害に至っていない
ことから、措置はとらなかった。
　なお、当該製品は既に生産を終了してい
る。　ＮＩＴＥは、引き続き同様の事故発
生状況に注視し、必要に応じて対応するこ
ととした。

 2014-0042

テ
キ
ス
ト
2

2014/03/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 電気オーブンレンジ

NE-M263

パナソニック（株）

使用期間：約３年

 
消費者センター

（受付:2014/04/04）

( G3 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0015

　電気カーペット付近から出火し、部
屋を焼損して、１人が火傷を負った。

　ヒーター線に溶融痕などの出火の痕跡は認
められず、コントローラー部、電源コード、
電源プラグは焼損していないことから、製品
に起因しない事故と推定される。

　輸入事業者は、製品に起因しない事故で
あるため、措置はとらなかった。

 2014-0141

テ
キ
ス
ト
2

2014/03/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

高知県

 電気カーペット

使用期間：約３か月

 
消防機関

（受付:2014/04/08）

( F2 )( 重傷 )

　電気カーペットを使用中、異臭と異
音がした。

　コントローラー内部のリレー接点で接触不
良が生じて異常発熱し、リレーの外郭樹脂と
基板が焼損したものと推定されるが、リレー
の不具合によるものか、接点端子のはんだ付
け部の不具合によるものか、接触不良が生じ
た原因の特定はできなかった。

　製造事業者は、拡大被害に至っていない
ことから、措置はとらなかった。　ＮＩＴ
Ｅは、引き続き同様の事故発生状況に注視
し、必要に応じて対応することとした。

 2014-0347

テ
キ
ス
ト
2

2014/01/01

テ
キ
ス

（事故発生地）

佐賀県

 電気カーペット

DC-3KM

松下電器産業（株）（現　パナ
ソニック（株））

使用期間：約１０年

 
消費者センター

（受付:2014/05/09）

( G3 )( 製品破損 )

　使用中の電気こたつの一部が溶け、
足に火傷を負った。

　被害者がやぐらの中にこたつぶとんを押し
込んで使用したため、ヒーター周辺の温度が
上昇して反射板が変形し、ヒーターの輻射熱
によりやぐらが過熱されたものと推定され
る。
　なお、本体表示には、「火災事故から身を
守るため、ふとんをやぐらの中に押し込めな
い。」旨、記載されている。

　輸入事業者は、被害者の不注意とみられ
る事故であるため、措置はとらなかった。
　なお、ＮＩＴＥでは、事故防止のための
ハンドブック（身・守りハンドブック）や
ホームページで同様の事故事例を紹介し、
注意喚起を行っている。

 2014-0043

テ
キ
ス
ト
2

2014/03/28

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 電気こたつ

使用期間：約６年

 
消費者センター

（受付:2014/04/04）

( E2 )( 軽傷 )

　使用中の電気こたつから発煙し、こ
たつぶとんが焦げた。

　被害者がやぐらの中にこたつぶとん（布
地：ポリエステル）を押し込んで使用したた
め、ふとんがヒーターの保護カバーと接触
し、焦げて発煙したものと推定される。
　なお、取扱説明書には、「布団を中に押し
込んで使用しない。変色、火災の原因にな
る。」旨、記載されている。

　輸入事業者は、被害者の不注意とみられ
る事故であるため、措置はとらなかった。
　なお、ＮＩＴＥでは、事故防止のための
ハンドブック（身・守りハンドブック）や
ホームページで同様の事故事例を紹介し、
注意喚起を行っている。

 2014-0695

テ
キ
ス
ト
2

2013/00/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

山形県

 電気こたつ

使用期間：約３年

 
消費者センター

（受付:2014/06/20）

( E2 )( 拡大被害 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0016

　電気こんろを使用中、耐熱ガラスの
容器が割れて内容物が発火し、レンジ
フードが焦げた。

　被害者が耐熱ガラス製容器にろう（パラ
フィン）と鉄玉を入れて錘を制作していたと
ころ、耐熱ガラス製容器が破損し、ろうが過
熱されて発火したものと推定される。
　なお、取扱説明書には、「調理以外のこと
に使わない」旨、記載されている。

　製造事業者は、被害者の誤った使用方法
による事故であることから、措置はとらな
かった。

 2014-0384

テ
キ
ス
ト
2

2014/04/11

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 電気こんろ（ビルトイン型
ハロゲンヒーター）

使用期間：約２０年

 
製造事業者

（受付:2014/05/14）

( E1 )( 拡大被害 )

　電気ジャー炊飯器付近から出火し、
周辺を焼損した。

　事故品を電気こんろの上に置いたまま、
誤って電気こんろのスイッチを入れたため、
過熱されて焼損したものと推定される。

　輸入事業者は、製品に起因しない事故と
みていることから、措置はとらなかった。

 2014-0707

テ
キ
ス
ト
2

2014/05/22

テ
キ
ス

（事故発生地）

山形県

 電気ジャー炊飯器

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2014/06/23）

( E2 )( 拡大被害 )

　使用中の電気ストーブから異臭が
し、機器の一部が溶融して床が変色し
た。

　ヒーター出力切換用ダイオードの不具合に
より、異常発熱したダイオードが底板（合成
樹脂製）を溶融して床を変色させたものと推
定される。

　輸入事業者が所在不明で連絡が付かず、
措置はとれないが、ＮＩＴＥは、引き続き
同様の事故発生状況に注視し、必要に応じ
て対応することとした。

 2014-0312

テ
キ
ス
ト
2

2014/04/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 電気ストーブ

不明

（株）大旺インターナショナル
ジャパン

使用期間：約１２年

 
消費者センター

（受付:2014/05/02）

( A2 )( 拡大被害 )

　カーボンヒーターのスイッチつまみ
を回したところ、火花が散った。

　電源スイッチに不具合品が混入したため、
電源スイッチ内部のバネが破損して接点や可
動片の支点で接触不良が生じ、スパークが発
生したものと推定される。

　輸入事業者は、他に同種事故発生の情報
はなく、拡大被害に至っていないことか
ら、措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、当該製品は既に生産を終了してい
る。

 2013-0134

テ
キ
ス
ト
2

2013/04/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

徳島県

 電気ストーブ（カーボン
ヒーター）

MC-900

（株）山善

使用期間：約３年

 
消費者センター

（受付:2013/04/11）

( A3 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0017

　使用中のハロゲンヒーターから出火
して住宅を焼損し、１人が死亡し、１
人が火傷を負った。

　事故品の押しボタンスイッチは「切り」の
状態であり、本体及び電源コードに出火の痕
跡は認められないことから、製品に起因しな
い事故と推定される。

　ＮＩＴＥは、引き続き同様の事故発生状
況に注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、製造事業者等は不明であった。

 2013-2448

テ
キ
ス
ト
2

2013/11/22

テ
キ
ス

（事故発生地）

山口県

 電気ストーブ（ハロゲン
ヒーター）

使用期間：不　明

 
消防機関

（受付:2013/12/11）

( F2 )( 死亡 )

　使用中の電気ファンヒーターが突然
停止し、背面の開口部から炎が見え
た。

　長期使用（約２０年）により、内部の電源
線が首振りに伴う繰り返しの屈曲で半断線し
たため、スパークが発生して内部に溜まった
埃に着火し、送風ファン等が焼損したものと
推定される。

　製造事業者は、拡大被害に至っていない
ことから、措置はとらなかった。　ＮＩＴ
Ｅは、引き続き同様の事故発生状況に注視
し、必要に応じて対応することとした。

 2013-4075

テ
キ
ス
ト
2

2014/03/11

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 電気ファンヒーター

FE-10K1J

松下精工（株）（現　パナソ
ニック（株））

使用期間：約２０年

 
消防機関

（受付:2014/03/17）

( C1 )( 製品破損 )

　使用中の電気マットから発煙して異
臭がし、床が焦げた。

　制御基板の電源コード接続部にはんだ付け
不良があったため、はんだクラックが生じて
スパークが発生し、絶縁性が低下して短絡し
たことから、制御基板及びコントローラー
ケースが焼損したものと推定される。

　製造事業者は、他に同種事故発生の情報
はないことから、既販品に対する措置はと
らなかった。
　なお、今後製造する製品については、完
成品に振動を与えてはんだ部分の確認を行
う工程を追加することとした。

 2014-0182

テ
キ
ス
ト
2

2014/03/31

テ
キ
ス

（事故発生地）

熊本県

 電気マット

KWM-240WB

（株）広電

使用期間：約２年

 
消費者センター

（受付:2014/04/14）

( A2 )( 拡大被害 )

　電気給湯器のヒートポンプユニット
が変形・破損し、周辺を破損した。

　圧縮機の防音材（繊維質）の下端が底板
（ドレン受け）の満水水位よりも低かったた
め、排水管の設置状況や枯葉、泥等による排
水不良で底板に水が溜まり、周囲の環境によ
り塩分を含み、その水を防音材の下端から吸
い上げたことから、圧縮機が腐食して破裂し
たものと推定される。

　製造事業者は、２０１４（平成２６）年
７月２５日付けホームページ及び翌２６日
付け新聞に社告を掲載し、無償点検並びに
腐食の程度に応じて対策済み防音材との交
換、もしくは対策済みヒートポンプユニッ
ト本体との交換を行っている。
　なお、今後販売する製品については、底
板内に水が溜まってもヒートポンプ給湯機
の防音材が水に浸からない構成とすること
とした。

 2014-0969

テ
キ
ス
ト
2

2013/01/01

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 電気給湯器（ヒートポンプ
式）

HE-PW60B

パナソニック（株）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2014/07/24）

( A1 )( 拡大被害 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0018

　電気給湯器のヒートポンプユニット
が変形・破損し、、周辺を破損した。

　圧縮機の防音材（繊維質）の下端が底板
（ドレン受け）の満水水位よりも低かったた
め、排水管の設置状況や枯葉、泥等による排
水不良で底板に水が溜まり、周囲の環境によ
り塩分を含み、その水を防音材の下端から吸
い上げたことから、圧縮機が腐食して破裂し
たものと推定される。

　製造事業者は、２０１４（平成２６）年
７月２５日付けホームページ及び翌２６日
付け新聞に社告を掲載し、無償点検並びに
腐食の程度に応じて対策済み防音材との交
換、もしくは対策済みヒートポンプユニッ
ト本体との交換を行っている。
　なお、今後販売する製品については、底
板内に水が溜まってもヒートポンプ給湯機
の防音材が水に浸からない構成とすること
とした。

 2014-0970

テ
キ
ス
ト
2

2014/01/26

テ
キ
ス

（事故発生地）

島根県

 電気給湯器（ヒートポンプ
式）

HE-UK60J

パナソニック（株）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2014/07/24）

( A1 )( 拡大被害 )

　電気給湯器のヒートポンプユニット
が変形・破損し、周辺を破損した。

　圧縮機の防音材（繊維質）の下端が底板
（ドレン受け）の満水水位よりも低かったた
め、排水管の設置状況や枯葉、泥等による排
水不良で底板に水が溜まり、周囲の環境によ
り塩分を含み、その水を防音材の下端から吸
い上げたことから、圧縮機が腐食して破裂し
たものと推定される。

　製造事業者は、２０１４（平成２６）年
７月２５日付けホームページ及び翌２６日
付け新聞に社告を掲載し、無償点検並びに
腐食の程度に応じて対策済み防音材との交
換、もしくは対策済みヒートポンプユニッ
ト本体との交換を行っている。
　なお、今後販売する製品については、底
板内に水が溜まってもヒートポンプ給湯機
の防音材が水に浸からない構成とすること
とした。

 2014-0971

テ
キ
ス
ト
2

2014/03/05

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 電気給湯器（ヒートポンプ
式）

HE-UK60J

パナソニック（株）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2014/07/24）

( A1 )( 拡大被害 )

　電気給湯器のヒートポンプユニット
が変形・破損し、周辺を破損した。

　圧縮機の防音材（繊維質）の下端が底板
（ドレン受け）の満水水位よりも低かったた
め、排水管の設置状況や枯葉、泥等による排
水不良で底板に水が溜まり、周囲の環境によ
り塩分を含み、その水を防音材の下端から吸
い上げたことから、圧縮機が腐食して破裂し
たものと推定される。

　製造事業者は、２０１４（平成２６）年
７月２５日付けホームページ及び翌２６日
付け新聞に社告を掲載し、無償点検並びに
腐食の程度に応じて対策済み防音材との交
換、もしくは対策済みヒートポンプユニッ
ト本体との交換を行っている。
　なお、今後販売する製品については、底
板内に水が溜まってもヒートポンプ給湯機
の防音材が水に浸からない構成とすること
とした。

 2014-0972

テ
キ
ス
ト
2

2014/03/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 電気給湯器（ヒートポンプ
式）

HE-UK60UE

パナソニック（株）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2014/07/24）

( A1 )( 拡大被害 )

　電気給湯器のヒートポンプユニット
が変形・破損し、周辺を破損した。

　圧縮機の防音材（繊維質）の下端が底板
（ドレン受け）の満水水位よりも低かったた
め、排水管の設置状況や枯葉、泥等による排
水不良で底板に水が溜まり、周囲の環境によ
り塩分を含み、その水を防音材の下端から吸
い上げたことから、圧縮機が腐食して破裂し
たものと推定される。

　製造事業者は、２０１４（平成２６）年
７月２５日付けホームページ及び翌２６日
付け新聞に社告を掲載し、無償点検並びに
腐食の程度に応じて対策済み防音材との交
換、もしくは対策済みヒートポンプユニッ
ト本体との交換を行っている。
　なお、今後販売する製品については、底
板内に水が溜まってもヒートポンプ給湯機
の防音材が水に浸からない構成とすること
とした。

 2014-0973

テ
キ
ス
ト
2

2014/05/31

テ
キ
ス

（事故発生地）

茨城県

 電気給湯器（ヒートポンプ
式）

HE-UK60R

パナソニック（株）

使用期間：約６年６か月

 
製造事業者

（受付:2014/07/24）

( A1 )( 拡大被害 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0019

　電気給湯器のヒートポンプユニット
が変形・破損した。

　圧縮機の防音材（繊維質）の下端が底板
（ドレン受け）の満水水位よりも低かったた
め、排水管の設置状況や枯葉、泥等による排
水不良で底板に水が溜まり、周囲の環境によ
り塩分を含み、その水を防音材の下端から吸
い上げたことから、圧縮機が腐食して破裂し
たものと推定される。

　製造事業者は、２０１４（平成２６）年
７月２５日付けホームページ及び翌２６日
付け新聞に社告を掲載し、無償点検並びに
腐食の程度に応じて対策済み防音材との交
換、もしくは対策済みヒートポンプユニッ
ト本体との交換を行っている。
　なお、今後販売する製品については、底
板内に水が溜まってもヒートポンプ給湯機
の防音材が水に浸からない構成とすること
とした。

 2014-1101

テ
キ
ス
ト
2

2013/04/04

テ
キ
ス

（事故発生地）

岩手県

 電気給湯器（ヒートポンプ
式）

HE-UK45K

パナソニック（株）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2014/08/08）

( A1 )( 製品破損 )

　電気給湯器のヒートポンプユニット
が変形・破損した。

　圧縮機の防音材（繊維質）の下端が底板
（ドレン受け）の満水水位よりも低かったた
め、排水管の設置状況や枯葉、泥等による排
水不良で底板に水が溜まり、周囲の環境によ
り塩分を含み、その水を防音材の下端から吸
い上げたことから、圧縮機が腐食して破裂し
たものと推定される。

　製造事業者は、２０１４（平成２６）年
７月２５日付けホームページ及び翌２６日
付け新聞に社告を掲載し、無償点検並びに
腐食の程度に応じて対策済み防音材との交
換、もしくは対策済みヒートポンプユニッ
ト本体との交換を行っている。
　なお、今後販売する製品については、底
板内に水が溜まってもヒートポンプ給湯機
の防音材が水に浸からない構成とすること
とした。

 2014-1102

テ
キ
ス
ト
2

2013/07/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

福岡県

 電気給湯器（ヒートポンプ
式）

HE-UK45L

パナソニック（株）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2014/08/08）

( A1 )( 製品破損 )

　電気給湯器のヒートポンプユニット
が変形・破損した。

　圧縮機の防音材（繊維質）の下端が底板
（ドレン受け）の満水水位よりも低かったた
め、排水管の設置状況や枯葉、泥等による排
水不良で底板に水が溜まり、周囲の環境によ
り塩分を含み、その水を防音材の下端から吸
い上げたことから、圧縮機が腐食して破裂し
たものと推定される。

　製造事業者は、２０１４（平成２６）年
７月２５日付けホームページ及び翌２６日
付け新聞に社告を掲載し、無償点検並びに
腐食の程度に応じて対策済み防音材との交
換、もしくは対策済みヒートポンプユニッ
ト本体との交換を行っている。
　なお、今後販売する製品については、底
板内に水が溜まってもヒートポンプ給湯機
の防音材が水に浸からない構成とすること
とした。

 2014-1103

テ
キ
ス
ト
2

2013/08/26

テ
キ
ス

（事故発生地）

島根県

 電気給湯器（ヒートポンプ
式）

HE-UK45SE

パナソニック（株）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2014/08/08）

( A1 )( 製品破損 )

　電気給湯器のヒートポンプユニット
が変形・破損した。

　圧縮機の防音材（繊維質）の下端が底板
（ドレン受け）の満水水位よりも低かったた
め、排水管の設置状況や枯葉、泥等による排
水不良で底板に水が溜まり、周囲の環境によ
り塩分を含み、その水を防音材の下端から吸
い上げたことから、圧縮機が腐食して破裂し
たものと推定される。

　製造事業者は、２０１４（平成２６）年
７月２５日付けホームページ及び翌２６日
付け新聞に社告を掲載し、無償点検並びに
腐食の程度に応じて対策済み防音材との交
換、もしくは対策済みヒートポンプユニッ
ト本体との交換を行っている。
　なお、今後販売する製品については、底
板内に水が溜まってもヒートポンプ給湯機
の防音材が水に浸からない構成とすること
とした。

 2014-1104

テ
キ
ス
ト
2

2013/09/26

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 電気給湯器（ヒートポンプ
式）

HE-UK60UE

パナソニック（株）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2014/08/08）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0020

　電気給湯器のヒートポンプユニット
が変形・破損した。

　圧縮機の防音材（繊維質）の下端が底板
（ドレン受け）の満水水位よりも低かったた
め、排水管の設置状況や枯葉、泥等による排
水不良で底板に水が溜まり、周囲の環境によ
り塩分を含み、その水を防音材の下端から吸
い上げたことから、圧縮機が腐食して破裂し
たものと推定される。

　製造事業者は、２０１４（平成２６）年
７月２５日付けホームページ及び翌２６日
付け新聞に社告を掲載し、無償点検並びに
腐食の程度に応じて対策済み防音材との交
換、もしくは対策済みヒートポンプユニッ
ト本体との交換を行っている。
　なお、今後販売する製品については、底
板内に水が溜まってもヒートポンプ給湯機
の防音材が水に浸からない構成とすること
とした。

 2014-1105

テ
キ
ス
ト
2

2013/12/22

テ
キ
ス

（事故発生地）

奈良県

 電気給湯器（ヒートポンプ
式）

HE-UK45W

パナソニック（株）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2014/08/08）

( A1 )( 製品破損 )

　電気給湯器のヒートポンプユニット
が変形・破損した。

　圧縮機の防音材（繊維質）の下端が底板
（ドレン受け）の満水水位よりも低かったた
め、排水管の設置状況や枯葉、泥等による排
水不良で底板に水が溜まり、周囲の環境によ
り塩分を含み、その水を防音材の下端から吸
い上げたことから、圧縮機が腐食して破裂し
たものと推定される。

　製造事業者は、２０１４（平成２６）年
７月２５日付けホームページ及び翌２６日
付け新聞に社告を掲載し、無償点検並びに
腐食の程度に応じて対策済み防音材との交
換、もしくは対策済みヒートポンプユニッ
ト本体との交換を行っている。
　なお、今後販売する製品については、底
板内に水が溜まってもヒートポンプ給湯機
の防音材が水に浸からない構成とすること
とした。

 2014-1106

テ
キ
ス
ト
2

2014/03/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

島根県

 電気給湯器（ヒートポンプ
式）

HE-UK45L

パナソニック（株）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2014/08/08）

( A1 )( 製品破損 )

　電気給湯器のヒートポンプユニット
が変形・破損した。

　圧縮機の防音材（繊維質）の下端が底板
（ドレン受け）の満水水位よりも低かったた
め、排水管の設置状況や枯葉、泥等による排
水不良で底板に水が溜まり、周囲の環境によ
り塩分を含み、その水を防音材の下端から吸
い上げたことから、圧縮機が腐食して破裂し
たものと推定される。

　製造事業者は、２０１４（平成２６）年
７月２５日付けホームページ及び翌２６日
付け新聞に社告を掲載し、無償点検並びに
腐食の程度に応じて対策済み防音材との交
換、もしくは対策済みヒートポンプユニッ
ト本体との交換を行っている。
　なお、今後販売する製品については、底
板内に水が溜まってもヒートポンプ給湯機
の防音材が水に浸からない構成とすること
とした。

 2014-1107

テ
キ
ス
ト
2

2014/04/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

島根県

 電気給湯器（ヒートポンプ
式）

HE-PK45A

パナソニック（株）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2014/08/08）

( A1 )( 製品破損 )

　電気給湯器のヒートポンプユニット
が変形・破損した。

　圧縮機の防音材（繊維質）の下端が底板
（ドレン受け）の満水水位よりも低かったた
め、排水管の設置状況や枯葉、泥等による排
水不良で底板に水が溜まり、周囲の環境によ
り塩分を含み、その水を防音材の下端から吸
い上げたことから、圧縮機が腐食して破裂し
たものと推定される。

　製造事業者は、２０１４（平成２６）年
７月２５日付けホームページ及び翌２６日
付け新聞に社告を掲載し、無償点検並びに
腐食の程度に応じて対策済み防音材との交
換、もしくは対策済みヒートポンプユニッ
ト本体との交換を行っている。
　なお、今後販売する製品については、底
板内に水が溜まってもヒートポンプ給湯機
の防音材が水に浸からない構成とすること
とした。

 2014-1108

テ
キ
ス
ト
2

2014/04/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

島根県

 電気給湯器（ヒートポンプ
式）

HE-UK45WE

パナソニック（株）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2014/08/08）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0021

　電気給湯器のヒートポンプユニット
が変形・破損した。

　圧縮機の防音材（繊維質）の下端が底板
（ドレン受け）の満水水位よりも低かったた
め、排水管の設置状況や枯葉、泥等による排
水不良で底板に水が溜まり、周囲の環境によ
り塩分を含み、その水を防音材の下端から吸
い上げたことから、圧縮機が腐食して破裂し
たものと推定される。

　製造事業者は、２０１４（平成２６）年
７月２５日付けホームページ及び翌２６日
付け新聞に社告を掲載し、無償点検並びに
腐食の程度に応じて対策済み防音材との交
換、もしくは対策済みヒートポンプユニッ
ト本体との交換を行っている。
　なお、今後販売する製品については、底
板内に水が溜まってもヒートポンプ給湯機
の防音材が水に浸からない構成とすること
とした。

 2014-1109

テ
キ
ス
ト
2

2014/06/08

テ
キ
ス

（事故発生地）

島根県

 電気給湯器（ヒートポンプ
式）

HE-PK60A

パナソニック（株）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2014/08/08）

( A1 )( 製品破損 )

　電気炊飯器付近から出火して周辺を
焼損し、在宅していた家人３人が病院
に搬送された。

　製品内部に出火の痕跡は認められないこと
から、製品に起因しない事故と推定される。

　輸入事業者は、製品に起因しない事故で
あるため、措置はとらなかった。

 2014-0533

テ
キ
ス
ト
2

2014/05/15

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 電気炊飯器

使用期間：約５か月

 
消防機関

（受付:2014/05/30）

( F2 )( 軽傷 )

　電気洗濯機付近から出火し、住宅を
焼損した。

　製品内部に出火の痕跡は認められないこと
から、製品に起因しない事故と推定される。

　輸入事業者は、製品に起因しない事故で
あるため、措置はとらなかった。

 2014-0356

テ
キ
ス
ト
2

2014/05/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 電気洗濯機（全自動）

使用期間：約１か月

 
消防機関

（受付:2014/05/12）

( F2 )( 拡大被害 )

　送風機（ブロワー）を使用中、送風
ファンが破損した。
　なお、当該製品のファンはポリアミ
ド樹脂製で、モーターの取り付け部と
なる円筒形の中心部とドーナツ形の円
盤外周部を、１０枚の羽根が橋渡しす
る形の一体成形品であった。

　ファン中心部と円形外周部分の間に羽根を
支える基盤がなく、十分な強度がなかったこ
とに加え、ガラスフィラーの過剰添加によっ
て樹脂の靱性が低下していたため、振動等に
よって羽根の根元に亀裂が発生して伸展した
後、脆性破壊に至ったものと推定される。

　輸入事業者は、２０１２（平成２４）年
１１月入荷分よりファンの強度を強化する
ために、形状を変更している。また、
２０１４（平成２６）年１０月２８日付け
でホームページに社告を掲載し、形状変更
以前の既販品について回収を行っている。

 2014-0633

テ
キ
ス
ト
2

2008/10/16

テ
キ
ス

（事故発生地）

不明

 電気送風機

E-Value ハンディブロワー EBL-
500V

藤原産業（株）

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2014/06/12）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0022

　送風機（ブロワー）を使用中、送風
ファンが破損した。
　なお、当該製品のファンはポリアミ
ド樹脂製で、モーターの取り付け部と
なる円筒形の中心部とドーナツ形の円
盤外周部を、１０枚の羽根が橋渡しす
る形の一体成形品であった。

　ファン中心部と円形外周部分の間に羽根を
支える基盤がなく、十分な強度がなかったこ
とに加え、ガラスフィラーの過剰添加によっ
て樹脂の靱性が低下していたため、振動等に
よって羽根の根元に亀裂が発生して伸展した
後、脆性破壊に至ったものと推定される。

　輸入事業者は、２０１２（平成２４）年
１１月入荷分よりファンの強度を強化する
ために、形状を変更している。また、
２０１４（平成２６）年１０月２８日付け
でホームページに社告を掲載し、形状変更
以前の既販品について回収を行っている。

 2014-0634

テ
キ
ス
ト
2

2011/05/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 電気送風機

E-Value ハンディブロワー EBL-
500V

藤原産業（株）

使用期間：約４日

 
輸入事業者

（受付:2014/06/12）

( A1 )( 製品破損 )

　送風機（ブロワー）を使用中、送風
ファンが破損した。
　なお、当該製品のファンはポリアミ
ド樹脂製で、モーターの取り付け部と
なる円筒形の中心部とドーナツ形の円
盤外周部を、１０枚の羽根が橋渡しす
る形の一体成形品であった。

　ファン中心部と円形外周部分の間に羽根を
支える基盤がなく、十分な強度がなかったこ
とに加え、ガラスフィラーの過剰添加によっ
て樹脂の靱性が低下していたため、振動等に
よって羽根の根元に亀裂が発生して伸展した
後、脆性破壊に至ったものと推定される。

　輸入事業者は、２０１２（平成２４）年
１１月入荷分よりファンの強度を強化する
ために、形状を変更している。また、
２０１４（平成２６）年１０月２８日付け
でホームページに社告を掲載し、形状変更
以前の既販品について回収を行っている。

 2014-0635

テ
キ
ス
ト
2

2011/07/11

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 電気送風機

E-Value ハンディブロワー EBL-
500V

藤原産業（株）

使用期間：約２か月

 
輸入事業者

（受付:2014/06/12）

( A1 )( 製品破損 )

　送風機（ブロワー）を使用中、送風
ファンが破損した。
　なお、当該製品のファンはポリアミ
ド樹脂製で、モーターの取り付け部と
なる円筒形の中心部とドーナツ形の円
盤外周部を、１０枚の羽根が橋渡しす
る形の一体成形品であった。

　ファン中心部と円形外周部分の間に羽根を
支える基盤がなく、十分な強度がなかったこ
とに加え、ガラスフィラーの過剰添加によっ
て樹脂の靱性が低下していたため、振動等に
よって羽根の根元に亀裂が発生して伸展した
後、脆性破壊に至ったものと推定される。

　輸入事業者は、２０１２（平成２４）年
１１月入荷分よりファンの強度を強化する
ために、形状を変更している。また、
２０１４（平成２６）年１０月２８日付け
でホームページに社告を掲載し、形状変更
以前の既販品について回収を行っている。

 2014-0636

テ
キ
ス
ト
2

2011/08/01

テ
キ
ス

（事故発生地）

静岡県

 電気送風機

E-Value ハンディブロワー EBL-
500V

藤原産業（株）

使用期間：約３か月

 
輸入事業者

（受付:2014/06/12）

( A1 )( 製品破損 )

　送風機（ブロワー）を使用中、送風
ファンが破損した。
　なお、当該製品のファンはポリアミ
ド樹脂製で、モーターの取り付け部と
なる円筒形の中心部とドーナツ形の円
盤外周部を、１０枚の羽根が橋渡しす
る形の一体成形品であった。

　ファン中心部と円形外周部分の間に羽根を
支える基盤がなく、十分な強度がなかったこ
とに加え、ガラスフィラーの過剰添加によっ
て樹脂の靱性が低下していたため、振動等に
よって羽根の根元に亀裂が発生して伸展した
後、脆性破壊に至ったものと推定される。

　輸入事業者は、２０１２（平成２４）年
１１月入荷分よりファンの強度を強化する
ために、形状を変更している。また、
２０１４（平成２６）年１０月２８日付け
でホームページに社告を掲載し、形状変更
以前の既販品について回収を行っている。

 2014-0637

テ
キ
ス
ト
2

2011/09/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 電気送風機

E-Value ハンディブロワー EBL-
500V

藤原産業（株）

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2014/06/12）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0023

　送風機（ブロワー）を使用中、送風
ファンが破損した。
　なお、当該製品のファンはポリアミ
ド樹脂製で、モーターの取り付け部と
なる円筒形の中心部とドーナツ形の円
盤外周部を、１０枚の羽根が橋渡しす
る形の一体成形品であった。

　ファン中心部と円形外周部分の間に羽根を
支える基盤がなく、十分な強度がなかったこ
とに加え、ガラスフィラーの過剰添加によっ
て樹脂の靱性が低下していたため、振動等に
よって羽根の根元に亀裂が発生して伸展した
後、脆性破壊に至ったものと推定される。

　輸入事業者は、２０１２（平成２４）年
１１月入荷分よりファンの強度を強化する
ために、形状を変更している。また、
２０１４（平成２６）年１０月２８日付け
でホームページに社告を掲載し、形状変更
以前の既販品について回収を行っている。

 2014-0638

テ
キ
ス
ト
2

2012/01/29

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 電気送風機

E-Value ハンディブロワー EBL-
500V

藤原産業（株）

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2014/06/12）

( A1 )( 製品破損 )

　送風機（ブロワー）を使用中、送風
ファンが破損した。
　なお、当該製品のファンはポリアミ
ド樹脂製で、モーターの取り付け部と
なる円筒形の中心部とドーナツ形の円
盤外周部を、１０枚の羽根が橋渡しす
る形の一体成形品であった。

　ファン中心部と円形外周部分の間に羽根を
支える基盤がなく、十分な強度がなかったこ
とに加え、ガラスフィラーの過剰添加によっ
て樹脂の靱性が低下していたため、振動等に
よって羽根の根元に亀裂が発生して伸展した
後、脆性破壊に至ったものと推定される。

　輸入事業者は、２０１２（平成２４）年
１１月入荷分よりファンの強度を強化する
ために、形状を変更している。また、
２０１４（平成２６）年１０月２８日付け
でホームページに社告を掲載し、形状変更
以前の既販品について回収を行っている。

 2014-0639

テ
キ
ス
ト
2

2012/04/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

栃木県

 電気送風機

E-Value ハンディブロワー EBL-
500V

藤原産業（株）

使用期間：約４か月

 
輸入事業者

（受付:2014/06/12）

( A1 )( 製品破損 )

　送風機（ブロワー）を使用中、送風
ファンが破損した。
　なお、当該製品のファンはポリアミ
ド樹脂製で、モーターの取り付け部と
なる円筒形の中心部とドーナツ形の円
盤外周部を、１０枚の羽根が橋渡しす
る形の一体成形品であった。

　ファン中心部と円形外周部分の間に羽根を
支える基盤がなく、十分な強度がなかったこ
とに加え、ガラスフィラーの過剰添加によっ
て樹脂の靱性が低下していたため、振動等に
よって羽根の根元に亀裂が発生して伸展した
後、脆性破壊に至ったものと推定される。

　輸入事業者は、２０１２（平成２４）年
１１月入荷分よりファンの強度を強化する
ために、形状を変更している。また、
２０１４（平成２６）年１０月２８日付け
でホームページに社告を掲載し、形状変更
以前の既販品について回収を行っている。

 2014-0640

テ
キ
ス
ト
2

2012/05/17

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 電気送風機

E-Value ハンディブロワー EBL-
500V

藤原産業（株）

使用期間：約２か月

 
輸入事業者

（受付:2014/06/12）

( A1 )( 製品破損 )

　送風機（ブロワー）を使用中、送風
ファンが破損した。
　なお、当該製品のファンはポリアミ
ド樹脂製で、モーターの取り付け部と
なる円筒形の中心部とドーナツ形の円
盤外周部を、１０枚の羽根が橋渡しす
る形の一体成形品であった。

　ファン中心部と円形外周部分の間に羽根を
支える基盤がなく、十分な強度がなかったこ
とに加え、ガラスフィラーの過剰添加によっ
て樹脂の靱性が低下していたため、振動等に
よって羽根の根元に亀裂が発生して伸展した
後、脆性破壊に至ったものと推定される。

　輸入事業者は、２０１２（平成２４）年
１１月入荷分よりファンの強度を強化する
ために、形状を変更している。また、
２０１４（平成２６）年１０月２８日付け
でホームページに社告を掲載し、形状変更
以前の既販品について回収を行っている。

 2014-0641

テ
キ
ス
ト
2

2012/06/08

テ
キ
ス

（事故発生地）

静岡県

 電気送風機

E-Value ハンディブロワー EBL-
500V

藤原産業（株）

使用期間：約３か月１５日

 
輸入事業者

（受付:2014/06/12）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0024

　送風機（ブロワー）を使用中、送風
ファンが破損した。
　なお、当該製品のファンはポリアミ
ド樹脂製で、モーターの取り付け部と
なる円筒形の中心部とドーナツ形の円
盤外周部を、１０枚の羽根が橋渡しす
る形の一体成形品であった。

　ファン中心部と円形外周部分の間に羽根を
支える基盤がなく、十分な強度がなかったこ
とに加え、ガラスフィラーの過剰添加によっ
て樹脂の靱性が低下していたため、振動等に
よって羽根の根元に亀裂が発生して伸展した
後、脆性破壊に至ったものと推定される。

　輸入事業者は、２０１２（平成２４）年
１１月入荷分よりファンの強度を強化する
ために、形状を変更している。また、
２０１４（平成２６）年１０月２８日付け
でホームページに社告を掲載し、形状変更
以前の既販品について回収を行っている。

 2014-0642

テ
キ
ス
ト
2

2012/07/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

茨城県

 電気送風機

E-Value ハンディブロワー EBL-
500V

藤原産業（株）

使用期間：約６か月

 
輸入事業者

（受付:2014/06/12）

( A1 )( 製品破損 )

　送風機（ブロワー）を使用中、送風
ファンが破損し、本体ケーシングが破
損した。
　なお、当該製品のファンはポリアミ
ド樹脂製で、モーターの取り付け部と
なる円筒形の中心部とドーナツ形の円
盤外周部を、１０枚の羽根が橋渡しす
る形の一体成形品であった。

　ファン中心部と円形外周部分の間に羽根を
支える基盤がなく、十分な強度がなかったこ
とに加え、ガラスフィラーの過剰添加によっ
て樹脂の靱性が低下していたため、振動等に
よって羽根の根元に亀裂が発生して伸展した
後、脆性破壊に至ったものと推定される。

　輸入事業者は、２０１２（平成２４）年
１１月入荷分よりファンの強度を強化する
ために、形状を変更している。また、
２０１４（平成２６）年１０月２８日付け
でホームページに社告を掲載し、形状変更
以前の既販品について回収を行っている。

 2014-0643

テ
キ
ス
ト
2

2013/01/04

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 電気送風機

E-Value ハンディブロワー EBL-
500V

藤原産業（株）

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2014/06/12）

( A1 )( 製品破損 )

　送風機（ブロワー）を使用中、送風
ファンが破損し、本体ケーシングが破
損して、破片が使用者の顔に飛んだ。
　なお、当該製品のファンはポリアミ
ド樹脂製で、モーターの取り付け部と
なる円筒形の中心部とドーナツ形の円
盤外周部を、１０枚の羽根が橋渡しす
る形の一体成形品であった。

　ファン中心部と円形外周部分の間に羽根を
支える基盤がなく、十分な強度がなかったこ
とに加え、ガラスフィラーの過剰添加によっ
て樹脂の靱性が低下していたため、振動等に
よって羽根の根元に亀裂が発生して伸展した
後、脆性破壊に至ったものと推定される。

　輸入事業者は、２０１２（平成２４）年
１１月入荷分よりファンの強度を強化する
ために、形状を変更している。また、
２０１４（平成２６）年１０月２８日付け
でホームページに社告を掲載し、形状変更
以前の既販品について回収を行っている。

 2014-0644

テ
キ
ス
ト
2

2013/01/23

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 電気送風機

E-Value ハンディブロワー EBL-
500V

藤原産業（株）

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2014/06/12）

( A1 )( 製品破損 )

　送風機（ブロワー）を使用中、送風
ファンが破損し、本体ケーシングが破
損して、破片が使用者の顔に飛んだ。
　なお、当該製品のファンはポリアミ
ド樹脂製で、モーターの取り付け部と
なる円筒形の中心部とドーナツ形の円
盤外周部を、１０枚の羽根が橋渡しす
る形の一体成形品であった。

　ファン中心部と円形外周部分の間に羽根を
支える基盤がなく、十分な強度がなかったこ
とに加え、ガラスフィラーの過剰添加によっ
て樹脂の靱性が低下していたため、振動等に
よって羽根の根元に亀裂が発生して伸展した
後、脆性破壊に至ったものと推定される。

　輸入事業者は、２０１２（平成２４）年
１１月入荷分よりファンの強度を強化する
ために、形状を変更している。また、
２０１４（平成２６）年１０月２８日付け
でホームページに社告を掲載し、形状変更
以前の既販品について回収を行っている。

 2014-0645

テ
キ
ス
ト
2

2013/07/29

テ
キ
ス

（事故発生地）

静岡県

 電気送風機

E-Value ハンディブロワー EBL-
500V

藤原産業（株）

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2014/06/12）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0025

　送風機（ブロワー）を使用中、送風
ファンが破損した。
　なお、当該製品のファンはポリアミ
ド樹脂製で、モーターの取り付け部と
なる円筒形の中心部とドーナツ形の円
盤外周部を、１０枚の羽根が橋渡しす
る形の一体成形品であった。

　ファン中心部と円形外周部分の間に羽根を
支える基盤がなく、十分な強度がなかったこ
とに加え、ガラスフィラーの過剰添加によっ
て樹脂の靱性が低下していたため、振動等に
よって羽根の根元に亀裂が発生して伸展した
後、脆性破壊に至ったものと推定される。

　輸入事業者は、２０１２（平成２４）年
１１月入荷分よりファンの強度を強化する
ために、形状を変更している。また、
２０１４（平成２６）年１０月２８日付け
でホームページに社告を掲載し、形状変更
以前の既販品について回収を行っている。

 2014-0646

テ
キ
ス
ト
2

2013/08/01

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 電気送風機

E-Value ハンディブロワー EBL-
500V

藤原産業（株）

使用期間：約１０か月

 
輸入事業者

（受付:2014/06/12）

( A1 )( 製品破損 )

　送風機（ブロワー）を使用中、送風
ファンが破損した。
　なお、当該製品のファンはポリアミ
ド樹脂製で、モーターの取り付け部と
なる円筒形の中心部とドーナツ形の円
盤外周部を、１０枚の羽根が橋渡しす
る形の一体成形品であった。

　ファン中心部と円形外周部分の間に羽根を
支える基盤がなく、十分な強度がなかったこ
とに加え、ガラスフィラーの過剰添加によっ
て樹脂の靱性が低下していたため、振動等に
よって羽根の根元に亀裂が発生して伸展した
後、脆性破壊に至ったものと推定される。

　輸入事業者は、２０１２（平成２４）年
１１月入荷分よりファンの強度を強化する
ために、形状を変更している。また、
２０１４（平成２６）年１０月２８日付け
でホームページに社告を掲載し、形状変更
以前の既販品について回収を行っている。

 2014-0647

テ
キ
ス
ト
2

2013/08/01

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 電気送風機

E-Value ハンディブロワー EBL-
500V

藤原産業（株）

使用期間：約９か月

 
輸入事業者

（受付:2014/06/12）

( A1 )( 製品破損 )

　送風機（ブロワー）を使用中、送風
ファンが破損した。
　なお、当該製品のファンはポリアミ
ド樹脂製で、モーターの取り付け部と
なる円筒形の中心部とドーナツ形の円
盤外周部を、１０枚の羽根が橋渡しす
る形の一体成形品であった。

　ファン中心部と円形外周部分の間に羽根を
支える基盤がなく、十分な強度がなかったこ
とに加え、ガラスフィラーの過剰添加によっ
て樹脂の靱性が低下していたため、振動等に
よって羽根の根元に亀裂が発生して伸展した
後、脆性破壊に至ったものと推定される。

　輸入事業者は、２０１２（平成２４）年
１１月入荷分よりファンの強度を強化する
ために、形状を変更している。また、
２０１４（平成２６）年１０月２８日付け
でホームページに社告を掲載し、形状変更
以前の既販品について回収を行っている。

 2014-0648

テ
キ
ス
ト
2

2013/08/24

テ
キ
ス

（事故発生地）

福島県

 電気送風機

E-Value ハンディブロワー EBL-
500V

藤原産業（株）

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2014/06/12）

( A1 )( 製品破損 )

　送風機（ブロワー）を使用中、送風
ファンが破損した。
　なお、当該製品のファンはポリアミ
ド樹脂製で、モーターの取り付け部と
なる円筒形の中心部とドーナツ形の円
盤外周部を、１０枚の羽根が橋渡しす
る形の一体成形品であった。

　ファン中心部と円形外周部分の間に羽根を
支える基盤がなく、十分な強度がなかったこ
とに加え、ガラスフィラーの過剰添加によっ
て樹脂の靱性が低下していたため、振動等に
よって羽根の根元に亀裂が発生して伸展した
後、脆性破壊に至ったものと推定される。

　輸入事業者は、２０１２（平成２４）年
１１月入荷分よりファンの強度を強化する
ために、形状を変更している。また、
２０１４（平成２６）年１０月２８日付け
でホームページに社告を掲載し、形状変更
以前の既販品について回収を行っている。

 2014-0649

テ
キ
ス
ト
2

2013/11/30

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 電気送風機

E-Value ハンディブロワー EBL-
500V

藤原産業（株）

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2014/06/12）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0026

　送風機（ブロワー）を使用中、送風
ファンが破損し、本体ケーシングが破
損して、破片が使用者の顔に飛んだ。
　なお、当該製品のファンはポリアミ
ド樹脂製で、モーターの取り付け部と
なる円筒形の中心部とドーナツ形の円
盤外周部を、１０枚の羽根が橋渡しす
る形の一体成形品であった。

　ファン中心部と円形外周部分の間に羽根を
支える基盤がなく、十分な強度がなかったこ
とに加え、ガラスフィラーの過剰添加によっ
て樹脂の靱性が低下していたため、振動等に
よって羽根の根元に亀裂が発生して伸展した
後、脆性破壊に至ったものと推定される。

　輸入事業者は、２０１２（平成２４）年
１１月入荷分よりファンの強度を強化する
ために、形状を変更している。また、
２０１４（平成２６）年１０月２８日付け
でホームページに社告を掲載し、形状変更
以前の既販品について回収を行っている。

 2014-0650

テ
キ
ス
ト
2

2014/01/23

テ
キ
ス

（事故発生地）

群馬県

 電気送風機

E-Value ハンディブロワー EBL-
500V

藤原産業（株）

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2014/06/12）

( A1 )( 製品破損 )

　送風機（ブロワー）を使用中、送風
ファンが破損し、本体ケーシングが破
損した。
　なお、当該製品のファンはポリアミ
ド樹脂製で、モーターの取り付け部と
なる円筒形の中心部とドーナツ形の円
盤外周部を、１０枚の羽根が橋渡しす
る形の一体成形品であった。

　ファン中心部と円形外周部分の間に羽根を
支える基盤がなく、十分な強度がなかったこ
とに加え、ガラスフィラーの過剰添加によっ
て樹脂の靱性が低下していたため、振動等に
よって羽根の根元に亀裂が発生して伸展した
後、脆性破壊に至ったものと推定される。

　輸入事業者は、２０１２（平成２４）年
１１月入荷分よりファンの強度を強化する
ために、形状を変更している。また、
２０１４（平成２６）年１０月２８日付け
でホームページに社告を掲載し、形状変更
以前の既販品について回収を行っている。

 2014-0651

テ
キ
ス
ト
2

2014/02/12

テ
キ
ス

（事故発生地）

栃木県

 電気送風機

E-Value ハンディブロワー EBL-
500V

藤原産業（株）

使用期間：約１か月

 
輸入事業者

（受付:2014/06/12）

( A1 )( 製品破損 )

　送風機（ブロワー）を使用中、送風
ファンが破損して、本体ケーシングが
破損した。
　なお、当該製品のファンはポリアミ
ド樹脂製で、モーターの取り付け部と
なる円筒形の中心部とドーナツ形の円
盤外周部を、１０枚の羽根が橋渡しす
る形の一体成形品であった。

　ファン中心部と円形外周部分の間に羽根を
支える基盤がなく、十分な強度がなかったこ
とに加え、ガラスフィラーの過剰添加によっ
て樹脂の靱性が低下していたため、振動等に
よって羽根の根元に亀裂が発生して伸展した
後、脆性破壊に至ったものと推定される。

　輸入事業者は、２０１２（平成２４）年
１１月入荷分よりファンの強度を強化する
ために、形状を変更している。また、
２０１４（平成２６）年１０月２８日付け
でホームページに社告を掲載し、形状変更
以前の既販品について回収を行っている。

 2014-0652

テ
キ
ス
ト
2

2014/04/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

群馬県

 電気送風機

E-Value ハンディブロワー EBL-
500V

藤原産業（株）

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2014/06/12）

( A1 )( 製品破損 )

　ウォーターサーバーを使用中、熱湯
が止まらず、足に火傷を負った。

　温水側の電磁弁にコイルケース内径の小さ
い不具合品が混入したため、温水ボタンを離
しても電磁弁が閉じず、熱湯が出続けたもの
と推定される。

　ブランド事業者は、２０１４（平成
２６）年８月４日付けで安全確認・点検の
社告、同年９月５日付けで部品交換の社告
をホームページに掲載し、無償で点検・修
理を実施している。

 2014-1204

テ
キ
ス
ト
2

2014/07/29

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 電気冷温水給湯器

WY501HC-W（ブランド：サン
トリーフーズ（株））

ヤマトマテリアル（株）

使用期間：約９日

 
販売事業者

（受付:2014/08/22）

( A3 )( 軽傷 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0027

　ウォーターサーバーを使用中、熱湯
が止まらなくなった。

　温水側の電磁弁にコイルケース内径の小さ
い不具合品が混入したため、温水ボタンを離
しても電磁弁が閉じず、熱湯が出続けたもの
と推定される。

　ブランド事業者は、２０１４（平成
２６）年８月４日付けで安全確認・点検の
社告、同年９月５日付けで部品交換の社告
をホームページに掲載し、無償で点検・修
理を実施している。

 2014-1205

テ
キ
ス
ト
2

2014/05/12

テ
キ
ス

（事故発生地）

不明

 電気冷温水給湯器

WY501HC-W（ブランド：サン
トリーフーズ（株））

ヤマトマテリアル（株）

使用期間：約７日

 
販売事業者

（受付:2014/08/22）

( A3 )( 製品破損 )

　ウォーターサーバーを使用中、熱湯
が止まらなくなった。

　温水側の電磁弁にコイルケース内径の小さ
い不具合品が混入したため、温水ボタンを離
しても電磁弁が閉じず、熱湯が出続けたもの
と推定される。

　ブランド事業者は、２０１４（平成
２６）年８月４日付けで安全確認・点検の
社告、同年９月５日付けで部品交換の社告
をホームページに掲載し、無償で点検・修
理を実施している。

 2014-1206

テ
キ
ス
ト
2

2014/06/21

テ
キ
ス

（事故発生地）

不明

 電気冷温水給湯器

WY501HC-W（ブランド：サン
トリーフーズ（株））

ヤマトマテリアル（株）

使用期間：約２日

 
販売事業者

（受付:2014/08/22）

( A3 )( 製品破損 )

　ウォーターサーバーを使用中、熱湯
が止まらなくなった。

　温水側の電磁弁にコイルケース内径の小さ
い不具合品が混入したため、温水ボタンを離
しても電磁弁が閉じず、熱湯が出続けたもの
と推定される。

　ブランド事業者は、２０１４（平成
２６）年８月４日付けで安全確認・点検の
社告、同年９月５日付けで部品交換の社告
をホームページに掲載し、無償で点検・修
理を実施している。

 2014-1207

テ
キ
ス
ト
2

2014/07/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

不明

 電気冷温水給湯器

WY501HC-W（ブランド：サン
トリーフーズ（株））

ヤマトマテリアル（株）

使用期間：約１日

 
販売事業者

（受付:2014/08/22）

( A3 )( 製品破損 )

　ウォーターサーバーを使用中、熱湯
が止まらなくなった。

　温水側の電磁弁にコイルケース内径の小さ
い不具合品が混入したため、温水ボタンを離
しても電磁弁が閉じず、熱湯が出続けたもの
と推定される。

　ブランド事業者は、２０１４（平成
２６）年８月４日付けで安全確認・点検の
社告、同年９月５日付けで部品交換の社告
をホームページに掲載し、無償で点検・修
理を実施している。

 2014-1208

テ
キ
ス
ト
2

2014/07/08

テ
キ
ス

（事故発生地）

不明

 電気冷温水給湯器

WY501HC-W（ブランド：サン
トリーフーズ（株））

ヤマトマテリアル（株）

使用期間：約９日

 
販売事業者

（受付:2014/08/22）

( A3 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0028

　ウォーターサーバーを使用中、熱湯
が止まらなくなった。

　温水側の電磁弁にコイルケース内径の小さ
い不具合品が混入したため、温水ボタンを離
しても電磁弁が閉じず、熱湯が出続けたもの
と推定される。

　ブランド事業者は、２０１４（平成
２６）年８月４日付けで安全確認・点検の
社告、同年９月５日付けで部品交換の社告
をホームページに掲載し、無償で点検・修
理を実施している。

 2014-1209

テ
キ
ス
ト
2

2014/07/08

テ
キ
ス

（事故発生地）

不明

 電気冷温水給湯器

WY501HC-W（ブランド：サン
トリーフーズ（株））

ヤマトマテリアル（株）

使用期間：約１日

 
販売事業者

（受付:2014/08/22）

( A3 )( 製品破損 )

　ウォーターサーバーを使用中、熱湯
が止まらなくなった。

　温水側の電磁弁にコイルケース内径の小さ
い不具合品が混入したため、温水ボタンを離
しても電磁弁が閉じず、熱湯が出続けたもの
と推定される。

　ブランド事業者は、２０１４（平成
２６）年８月４日付けで安全確認・点検の
社告、同年９月５日付けで部品交換の社告
をホームページに掲載し、無償で点検・修
理を実施している。

 2014-1210

テ
キ
ス
ト
2

2014/07/11

テ
キ
ス

（事故発生地）

不明

 電気冷温水給湯器

WY501HC-W（ブランド：サン
トリーフーズ（株））

ヤマトマテリアル（株）

使用期間：約１２日

 
販売事業者

（受付:2014/08/22）

( A3 )( 製品破損 )

　電子レンジを使用中、庫内から出火
し、レンジ置き台の一部を焼損した。

　庫内の下部と扉の隙間に付着した食品カス
に電波が集中してスパークが発生し、発火し
たものと推定される。
　なお、取扱説明書には、「庫内に付着した
油や食品カスを放置したまま加熱しない。発
火や発煙の原因になる。」旨、記載されてい
る。

　輸入事業者は、被害者の不注意とみられ
る事故であるため、措置はとらなかった。
　なお、ＮＩＴＥでは、事故防止のための
ハンドブック（身・守りハンドブック）や
ホームページで同様の事故事例を紹介し、
注意喚起を行っている。

 2014-0846

テ
キ
ス
ト
2

2014/07/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

北海道

 電子レンジ

使用期間：約３年

 
消防機関

（受付:2014/07/14）

( E2 )( 拡大被害 )

　電磁調理器から発煙した。 　トッププレートがひび割れた状態で継続し
て使用したことから、ひびから浸入した煮汁
等がメイン基板に付着し、異極間で短絡が生
じて基板が焼損したものと推定される。
　なお、取扱説明書には、「トッププレート
にひびが入ったり割れた場合、そのまま使用
すると過熱や異常動作、感電の原因になる」
旨、記載されている。

　製造事業者は、被害者の不注意とみられ
る事故であるため、措置はとらなかった。

 2014-1162

テ
キ
ス
ト
2

2014/07/11

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 電磁調理器（ビルトイン
型、ロースター付）

使用期間：約１２年４か月

 
製造事業者

（受付:2014/08/13）

( E2 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0029

　マルチタップ付近から出火して、住
宅を全焼し、隣接する作業場を半焼し
た。

　被害者が事故品を屋外の軒先に設置したた
め、タップの刃受け内に雨水が浸入し、短絡
が生じて出火したものと推定される。

　ＮＩＴＥは、引き続き同様の事故発生状
況に注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、製造事業者等は不明であった。

 2014-1240

テ
キ
ス
ト
2

2014/08/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 配線器具（延長コード）

使用期間：不　明

 
消防機関

（受付:2014/08/28）

( E3 )( 拡大被害 )

　電気ファンヒーターを接続していた
マルチタップの差し込み口が変形し
た。

　延長コードの刃受けと電気ファンヒーター
の電源プラグ刃との間で片極のみ接触不良が
生じ、異常発熱して差し込み口が熱変形した
ものと推定されるが、片極のみ接触不良が生
じた原因の特定はできなかった。

　輸入事業者は、事故原因が不明であり、
他に同種事故発生の情報はないことから、
措置はとらなかった。　ＮＩＴＥは、引き
続き同様の事故発生状況に注視し、必要に
応じて対応することとした。

 2014-0756

テ
キ
ス
ト
2

2014/00/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 配線器具（延長コード）

TAP-N038-20

ロアス（株）（現　ナカバヤシ
（株））

使用期間：約５年

 
消費者センター

（受付:2014/07/01）

( G3 )( 拡大被害 )

　使用中の白熱電球のガラス部分が割
れて落下した。

　事故品のガラス球は、口金に入っていた位
置で破断していたことから、製造時に生じた
傷等が、繰り返しの使用に伴う熱応力によっ
て伸展し、破損に至ったものと推定される。

　輸入事業者は、他に同種事故発生の情報
はないことから、既販品に対する措置はと
らなかった。
　なお、製造工場に対して、工場内の美化
の徹底や口金仮結合時等のガラス取扱いに
注意を払うよう、品質管理の強化を申し入
れた。

 2014-0455

テ
キ
ス
ト
2

2014/04/20

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 白熱電球

KLW-100V90W

コーナン商事（株）

使用期間：約７日

 
消費者センター

（受付:2014/05/22）

( A3 )( 製品破損 )

　照明器具のスイッチを入れたとこ
ろ、異音とともに白熱電球のガラス部
分が落下した。

　事故品は、ガラス球が口金から脱落してい
たことから、当該接合部の接着強度が不十分
だったものと考えられるが、当該部位は内部
配線の接触により焼損していたため、接着状
態の確認ができず、詳細な原因の特定はでき
なかった。

　輸入事業者は、事故原因が不明であり、
拡大被害に至っていないことから、措置は
とらなかった。　ＮＩＴＥは、引き続き同
様の事故発生状況に注視し、必要に応じて
対応することとした。

 2014-0570

テ
キ
ス
ト
2

2014/05/24

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 白熱電球

LW-100V57W

メトロ電気工業（株）

使用期間：不　明

 
消費者センター

（受付:2014/06/05）

( G3 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　02.台所・食卓用品

No. 0030

　ネット通販で購入したまほうびんの
底からお茶が漏れており、点検してい
たところ、内部のガラスが破裂して破
片が飛び散り、擦過傷を負った。

　破面解析の結果、中びん破損の起点とみら
れる位置に気泡が認められたことから、水漏
れを点検していた際の軽度な衝撃等が当該部
位に加わり、破裂に至ったものと推定され
る。また、水漏れについては、嵌め込み式底
ぶたの嵌合が不十分だったためと推定され
る。

　輸入事業者は、他に同種事故発生の情報
がないことから、既販品に対する措置はと
らなかった。
　なお、今後の製品については、製造事業
者に対して、傷や気泡及び底ぶたの締め付
け具合等、品質管理の強化を指示するとと
もに、底ぶたは緩めたり開けたりしない
旨、取扱説明書に記載することとした。ま
た、ＮＩＴＥは、引き続き同様の事故発生
状況に注視し、必要に応じて対応すること
とした。

 2014-0609

テ
キ
ス
ト
2

2014/06/05

テ
キ
ス

（事故発生地）

鹿児島県

 まほうびん（ガラス製）

ヘリオス エレガンス750ml

（株）スペースジョイ

使用期間：約２回

 
消費者センター

（受付:2014/06/10）

( A3 )( 軽傷 )

　ネット通販で購入した包丁を使用
中、刃の根元部分が折れた。

　製造時に熱処理不良があったため、柄内部
の柄元の部分に亀裂が生じ、使用中に亀裂が
進行して折損に至ったものと推定される。

　製造事業者は、柄元の破損が使用開始初
期に発生していることから、２０１４（平
成２６）年に販売した製品について消費者
に確認を行うとともに、販売を中止して在
庫品は廃棄し、今後も市場動向を注視する
こととした。

 2014-0580

テ
キ
ス
ト
2

2014/05/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 包丁（ステンレス製）

ステンレスハイカーボン間切包
丁

（株）山谷産業

使用期間：約２か月

 
消費者センター

（受付:2014/06/06）

( A2 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　03.燃焼器具

No. 0031

　ガスこんろの奥に置いてあるものを
取ろうとしたところ、着衣に着火し、
腕に火傷を負った。

　事故品に、ガス漏れや異常燃焼等の異常が
みられないことから、物を取る際に体の一部
が押しボタン式の点火スイッチに触れたた
め、誤ってこんろバーナーが点火し、炎が着
衣の袖に着火して、火傷を負ったものと推定
される。

　製造事業者は、被害者の不注意とみられ
る事故であるため、措置はとらなかった。

 2014-1283

テ
キ
ス
ト
2

2014/06/20

テ
キ
ス

（事故発生地）

岐阜県

 ガスこんろ（ビルトイン
型）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2014/09/03）

( E2 )( 軽傷 )

　ガスこんろからガスが漏れた。 　バーナーキャップの炎孔が煮汁等で閉塞さ
れ、メインノズルから溢れたガスにこんろの
火が引火して機器内で異常燃焼したため、器
具栓が過熱されて樹脂部品が熱変形してスピ
ンドルが電磁弁を開いた状態から戻らなくな
り、ガスが漏れたものと推定される。
　なお、取扱説明書には、「日常の点検・お
手入れは必ず行う。バーナーキャップが目づ
まりをすると不完全燃焼等の原因になる。」
旨、記載されている。

　製造事業者は、被害者の誤った使用方法
による事故であることから、措置はとらな
かった。

 2014-0527

テ
キ
ス
ト
2

2014/04/29

テ
キ
ス

（事故発生地）

静岡県

 ガスこんろ（都市ガス用）

使用期間：不　明

 
国の行政機関

（受付:2014/05/29）

( E1 )( 製品破損 )

　ガスこんろを使用中、グリル排気口
から火が出て、機器の一部が焦げた。

　事故品は、煮こぼれ等の放置により脚取付
部や内部ガス管が腐食しており、腐食により
内部ガス管に穴が開いたため、漏れたガスに
バーナーの火が引火したものと推定される。
　なお、取扱説明書には、「煮こぼれをさせ
ると機器を早くいためますので、できる限り
早くふきとってください。」と、記載されて
いる。

　製造事業者は、被害者の不注意とみられ
る事故であるため、措置はとらなかった。

 2014-0469

テ
キ
ス
ト
2

2014/05/11

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 ガスこんろ（都市ガス用）

使用期間：約１５年

 
国の行政機関

（受付:2014/05/23）

( E2 )( 製品破損 )

　ガスこんろのグリルの火を消し忘れ
ていたところ、こんろの背面から火が
出ていた。

　被害者がグリルで調理した後、火を消し忘
れて外出したため、グリル内に溜まっていた
油脂等が過熱し、発火したものと推定され
る。
　なお、取扱説明書には、「火をつけたまま
機器から絶対に離れない」旨、記載されてい
る。

　製造事業者は、被害者の不注意とみられ
る事故であるため、措置はとらなかった。

 2014-0678

テ
キ
ス
ト
2

2014/05/05

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 ガスこんろ（都市ガス用）

使用期間：約１３年

 
製造事業者

（受付:2014/06/19）

( E2 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　03.燃焼器具

No. 0032

　ガスこんろを使用中、グリル付近か
ら出火し、周辺を焼損した。

　被害者がグリルで魚を焼いている最中に居
眠りしたことにより、グリル水入れ皿に溜
まった脂が過熱されて発火し、機器の下に接
触する状態で敷かれていた紙製のシートが燃
えてガスホースが焼損し、漏れたガスに着火
したものと推定される。

　製造事業者は、製品に起因しない事故で
あるため、措置はとらなかった。

 2014-0874

テ
キ
ス
ト
2

2014/07/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

新潟県

 ガスこんろ（都市ガス用）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2014/07/17）

( E2 )( 拡大被害 )

　使用中のガスこんろ付近から出火し
て周辺を焼損し、火傷を負った。

　使用しようとしていたガスこんろにソフト
コードを接続しない状態でガス栓を半開にし
たため、ガスが漏れ、その状態で繰り返しガ
スこんろの点火操作を行って、引火したもの
と推定される。

　製造事業者は、製品に起因しない事故で
あるため、措置はとらなかった。

 2014-0875

テ
キ
ス
ト
2

2014/07/08

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 ガスこんろ（都市ガス用）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2014/07/17）

( E2 )( 軽傷 )

　ガスこんろ付近から出火し、周辺を
焼損した。

　ガスこんろのグリルを使用した後消火せず
に外出したため、水入れ皿に溜まっていた多
量の油脂等が過熱して発火し、火災に至った
ものと推定される。
　なお、取扱説明書には、「グリル使用後
は、グリル水入れ皿に溜まった油脂を取り除
く」旨、記載されている。

　製造事業者は、被害者の不注意とみられ
る事故であるため、措置はとらなかった。

 2014-1040

テ
キ
ス
ト
2

2014/07/28

テ
キ
ス

（事故発生地）

福岡県

 ガスこんろ（都市ガス用）

使用期間：不　明

 
警察機関

（受付:2014/07/31）

( E2 )( 拡大被害 )

　クッキングテーブルを使用中、接続
部からガスホースが外れ、ガスが漏れ
た。

　長期使用（製造後約３３年）により、ガス
こんろの迅速継手式ガス接続口に組み込まれ
たコンセントパッキンに、劣化による亀裂が
生じてガスが漏洩し、こんろバーナーの炎が
引火し、摺動環が焼損し熱変形したため、ソ
ケットがプラグを固定できなくなり、ガス
ホースが外れたものと推定される。

　製造事業者は、市場から引き上げた事故
品のガス漏れの有無及び損傷状態を確認
し、販売事業者へその情報を報告すること
により、再発防止活動を行っている。ま
た、販売事業者は、ホームページ上で、古
いコンセント継手（迅速継手）の取り替え
を推奨するとともに、機器本体にコンセン
ト継手が内蔵されている機種はコンセント
継手の交換ができないため、ガスこんろと
しての使用は控えるよう注意喚起するとと
もに、所有者には電話連絡している。

 2014-0830

テ
キ
ス
ト
2

2014/04/24

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 ガスこんろ（都市ガス用、
クッキングテーブル）

KN-200C（大阪ガス（株）ブラ
ンド：J012-603N）

松下電器産業（株）（現　パナ
ソニック（株））

使用期間：約３３年

 
販売事業者

（受付:2014/07/11）

( C1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　03.燃焼器具

No. 0033

　ガスこんろを点火したところ、異臭
がし、点火ボタンの一部が溶融した。

　バーナー内部の一次空気取入口に腐食によ
る多量のさび等が確認できたことから、鋳物
製バーナー内部に入った煮こぼれ等が腐食を
進行させ、粉状や小塊状となったさびがガス
通路を塞いだため、機器内部に溢れたガスに
こんろの火が引火したものと推定される。
　なお、取扱説明書には、「煮こぼれは、
バーナーや機器を早く傷めます」と注意表示
が記載されている。

　製造事業者は、被害者の誤った使用方法
による事故であることから、措置はとらな
かった。

 2014-0829

テ
キ
ス
ト
2

2014/05/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 ガスこんろ（都市ガス用、
ビルトイン型）

使用期間：約１９年９か月

 
公益事業者

（受付:2014/07/10）

( E1 )( 製品破損 )

　ガスこんろのグリルから出火し、機
器の一部が焦げた。

　幼児が点火ボタンを押してしまったため
グリルに点火し、庫内に残っていた油脂等
に着火したものと推定される。
　なお、取扱説明書には、「幼児や小さな子
供に触らせない」旨、記載されている。

　製造事業者は、製品に起因しない事故で
あるため、既販品について措置はとらな
かったが、自社ホームページにて事例を掲
載し、注意喚起を行った。

 2014-0788

テ
キ
ス
ト
2

2014/06/24

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 ガスこんろ（都市ガス用、
ビルトイン型）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2014/07/04）

( E2 )( 製品破損 )

　ガスこんろとその周辺が焼損した。 　被害者が右こんろを点火した際、周辺に置
いていた樹脂製調理器具等に類焼し、周辺を
焼損する過程で機器側も焼損したものと推定
される。
　なお、取扱説明書には、「機器の上や周囲
に燃えやすいものを近づけない」旨、記載さ
れている。

　製造事業者は、製品に起因しない事故で
あるため、措置はとらなかった。

 2014-1012

テ
キ
ス
ト
2

2014/05/11

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 ガスこんろ（都市ガス用、
ビルトイン型）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2014/07/29）

( E2 )( 拡大被害 )

　ガスふろがまを点火したところ、異
音がし、ケーシングが変形した。

　機器にガス漏れ及び着火動作等の異常がな
いことから、繰り返し点火操作を行ったた
め、機器内に未燃ガスが滞留し、その後の点
火操作のスパークにより異常着火に至り、
ケーシングが変形したものと推定される。
　なお、本体及び取扱説明書には、「点火し
ないときは、５分以上待ってから再度点火操
作をしてください。点火操作を何回も繰り返
すと危険です。」と記載されている。

　製造事業者は、被害者の誤った使用方法
による事故であることから、措置はとらな
かった。
　なお、２０１１（平成２３）年４月よ
り、異常着火防止対策として、ガス電磁弁
の閉止時間を短縮させ、ガスの放出を防止
する機能を装備した製品が販売されてい
る。

 2014-0808

テ
キ
ス
ト
2

2014/06/29

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 ガスふろがま（ＬＰガス
用、ＢＦ式）

使用期間：約３年８か月

 
製造事業者

（受付:2014/07/08）

( E1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　03.燃焼器具

No. 0034

　ガスふろがまの点火操作を繰り返し
たところ、異常着火し、ケーシングが
変形した。

　機器にガス漏れ及び着火動作等の異常がな
いことから、繰り返し点火操作を行ったため
機器内に未燃ガスが滞留し、その後の点火操
作のスパークにより異常着火に至り、ケーシ
ングが変形したものと推定される。
　なお、取扱説明書には、「再点火は器具内
のガスが排出されのを待って（約１５分後）
行う。直ぐに点火操作をすると爆発着火のお
それがある。」旨、記載されている。

　製造事業者は、被害者の誤った使用方法
による事故であることから、措置はとらな
かった。

 2014-0526

テ
キ
ス
ト
2

2014/05/17

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 ガスふろがま（ＬＰガス
用、ＢＦ式、給湯機能付）

使用期間：約２１年

 
国の行政機関

（受付:2014/05/29）

( E1 )( 製品破損 )

　ガスふろがまの点火操作を繰り返し
たところ、異音がし、フロントカバー
が変形した。

　点火操作を繰り返したことにより、内部に
滞留した未燃ガスに点火操作の火花が引火し
異常着火したため、フロントカバーが変形し
たものと推定される。
　なお、取扱説明書には、「１５秒以内でた
ね火に引火しないときには、５分以上待って
から再点火する」旨、記載されている。

　製造事業者は、被害者の誤った使用方法
による事故であることから、措置はとらな
かった。

 2014-0705

テ
キ
ス
ト
2

2014/06/14

テ
キ
ス

（事故発生地）

高知県

 ガスふろがま（ＬＰガス
用、ＢＦ式、給湯機能付）

使用期間：約１２年

 
製造事業者

国の行政機関

（受付:2014/06/23）

( E1 )( 製品破損 )

　ガスふろがまの点火操作を繰り返し
たところ、異常着火し、ケーシングが
変形した。

　機器にガス漏れ及び着火動作等の異常がな
いことから、繰り返し点火操作を行ったた
め、機器内に未燃ガスが滞留し、その後の点
火操作のスパークにより異常着火に至り、
ケーシングが変形したものと推定される。
　なお、取扱説明書には、「再点火する場合
は、器具内に残ったガスが十分排出されるの
を待ってから（約１５分後）行う」旨、記載
されている。

　製造事業者は、被害者の誤った使用方法
による事故とであることから、措置はとら
なかった。

 2014-0730

テ
キ
ス
ト
2

2014/06/16

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 ガスふろがま（ＬＰガス
用、ＢＦ式、給湯機能付）

使用期間：約１８年

 
国の行政機関

（受付:2014/06/26）

( E1 )( 製品破損 )

　ガスふろがまの点火操作を繰り返し
たところ、異音がし、ケーシングが変
形した。

　事故品に、ガス漏れ、冠水及び火移り不良
等の異常がなく、消火に気付いて再点火操作
を繰り返したため、滞留していた未燃ガスが
再点火操作のスパークにより異常着火して、
ケーシングが変形したものと推定される。
　なお、取扱説明書には、「たね火が点火し
ないとき、または途中で消火したときは、５
分以上待ってから再点火する。」と記載され
ている。

　製造事業者は、被害者の誤った使用方法
による事故であることから、措置はとらな
かった。

 2014-1128

テ
キ
ス
ト
2

2014/08/05

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 ガスふろがま（ＬＰガス
用、ＢＦ式、給湯機能付）

使用期間：約９年

 
国の行政機関

（受付:2014/08/12）

( E1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　03.燃焼器具

No. 0035

　ガスふろがまの側面に触れたとこ
ろ、手に軽傷を負った。

　ふろがまの外郭側面の鋼板を加工する際
に、バリのある面を外側にしてしまったた
め、手がバリに触れて負傷したものと推定さ
れる。

　製造事業者は、他に同種事故発生の情報
がないことから、既販品について措置はと
らなかったが、品質管理を強化した。
　なお、ＮＩＴＥは、引き続き同様の事故
発生状況に注視し、必要に応じて対応する
こととした。

 2014-0287

テ
キ
ス
ト
2

2014/01/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

北海道

 ガスふろがま（ＬＰガス
用、ＦＦ式）

SR-1370FFS-B（リンナイ
（株）ブランド：RF-1370FFS-
B）
（株）ガスター

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2014/04/28）

( A3 )( 軽傷 )

　ガスふろがまの点火操作を繰り返し
たところ、異音がし、ケーシングが変
形した。

　機器にガス漏れ、着火不良及び水漏れ等の
異常がなく、ガスメカに水の浸入が認められ
たことから、口火が点火し難く、被害者が点
火操作を繰り返したことで、未燃ガスが機器
内に滞留し、その後の点火操作のスパークに
より異常着火に至り、ケーシングが変形した
ものと推定される。
　なお、機器本体には、「点火操作をしても
点火しない時は、３分位待ってから点火操作
する」旨、記載されている。

　製造事業者は、被害者の誤った使用方法
による事故であることから、措置はとらな
かった。

 2014-0448

テ
キ
ス
ト
2

2014/05/17

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 ガスふろがま（都市ガス
用、ＢＦ式、給湯機能付）

使用期間：約１５年６か月

 
製造事業者

公益事業者

国の行政機関

（受付:2014/05/21）

( E1 )( 製品破損 )

　ガスふろがまの点火操作を繰り返し
たところ、異音がし、ケーシングが変
形した。

　機器にガス漏れ及び着火動作等の異常がな
いことから、繰り返し点火操作を行ったた
め、機器内に未燃ガスが滞留し、その後の点
火操作のスパークにより異常着火に至り、
ケーシングが変形したものと推定される。
　なお、取扱説明書には、「再点火の際は、
機器内に残ったガスが十分排出されるのを
待ってから（約１５分後）点火操作する」
旨、記載されている。

　製造事業者は、被害者の誤った使用方法
による事故であることから、措置はとらな
かった。

 2014-0773

テ
キ
ス
ト
2

2014/06/21

テ
キ
ス

（事故発生地）

長野県

 ガスふろがま（都市ガス
用、ＢＦ式、給湯機能付）

使用期間：約２１年

 
国の行政機関

（受付:2014/07/02）

( E1 )( 製品破損 )

　ガスふろがまの点火操作を繰り返し
たところ、異音がし、ケーシングの一
部が変形し、排気筒が外れた。

　機器にガス漏れ及び着火不良等の異常がな
いことから、口火が点火し難く、被害者が点
火操作を繰り返したことで、未燃ガスが機器
内に滞留し、その後の点火操作のスパークに
より異常着火に至り、ケーシングが変形し、
排気筒が外れたものと推定される。
　なお、機器本体正面には、「点火操作をし
ても火がつかないときは３分ぐらい、途中で
火が消えた時は１０分ぐらい待って点火操作
する」旨の注意ラベルを貼付している。

　製造事業者は、被害者の誤った使用方法
による事故であることから、措置はとらな
かった。

 2014-1061

テ
キ
ス
ト
2

0000/00/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 ガスふろがま（都市ガス
用、ＢＦ式、給湯機能付）

使用期間：約１３年２か月

 
製造事業者

国の行政機関

公益事業者

（受付:2014/08/05）

( E1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　03.燃焼器具

No. 0036

　ガスふろがまのケーシングが変形し
ていた。

　機器にガス漏れ及び着火動作等の異常がな
いことから、積雪により給排気口部が閉塞さ
れた状態で使用したことで、機器内部に未燃
ガスが滞留し、その後の点火操作のスパーク
により異常着火に至り、ケーシングが変形し
たものと推定される。
　なお、取扱説明書には、「積雪時には給気
口、排気口の点検・除雪をする。雪により、
給・排気口がふさがれて不完全燃焼し、故障
の原因になることがある」旨、記載されてい
る。

　製造事業者は、被害者の誤った使用方法
による事故とみているため、措置はとらな
かった。
　なお、ＮＩＴＥは、引き続き同様の事故
発生状況に注視し、必要に応じて対応する
こととした。

 2014-1190

テ
キ
ス
ト
2

2014/02/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 ガスふろがま（都市ガス
用、ＢＦ式、給湯機能付）

使用期間：約７年２か月

 
国の行政機関

販売事業者

（受付:2014/08/20）

( F1 )( 製品破損 )

　ガスふろがまの修理作業中、機器か
ら火が出て、内部の配線が焦げた。

　事故品はリコール対象品であり、無償点検
修理のため、現場訪問した修理作業者が、検
圧口に圧力計のホースを接続したが、ホース
口径が大きかったため、接続部からガスが漏
洩し、滞留したガスにバーナー炎が引火して
異常燃焼し、内部配線を焦がしたものと推定
される。

　製造事業者は、修理業者の修理不良とみ
られる事故であるため、措置はとらなかっ
た。
　なお、ＮＩＴＥは、引き続き同様の事故
発生状況に注視し、必要に応じて対応する
こととした。

 2014-1193

テ
キ
ス
ト
2

2014/08/15

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 ガスふろがま（都市ガス
用、ＣＦ式）

TA-CS32B（東京ガス（株）ブ
ランド：ST-9150CFS）

（株）世田谷製作所

使用期間：約８年５か月

 
国の行政機関

（受付:2014/08/20）

( D2 )( 製品破損 )

　使用中のガスふろがまから異音が
し、フロントカバーが変形した。

　長期使用（約２１年）により、機器内部の
水通路部から漏れた水が機器底部に溜まり、
底部に配管されているガスパイプが腐食した
ことにより、漏れたガスに点火装置のスパー
クが引火したものと推定される。

　製造事業者は、外郭に金属を使用してお
り、拡大被害に至っていないことから、措
置はとらなかったが、当該機器について
は、事業者のホームページ上に「経年劣化
によるガス漏れのおそれがある」として、
注意喚起および有償点検のすすめが記載さ
れている。
　なお、ＮＩＴＥは、引き続き同様の事故
発生状況に注視し、必要に応じて対応する
こととした。

 2014-0340

テ
キ
ス
ト
2

2014/05/04

テ
キ
ス

（事故発生地）

茨城県

 ガスふろがま（都市ガス
用、ＲＦ式、給湯機能付）

GT-243ARX

（株）ノーリツ

使用期間：約２１年

 
製造事業者

国の行政機関

公益事業者

（受付:2014/05/09）

( C1 )( 製品破損 )

　使用中のガスふろがまから、異音が
してフロントカバーが変形し、小屋の
扉が破損した。

　機器の排気口を外壁塗装工事の養生シート
で覆った状態で使用したため、給排気が正常
に行われず、　未燃ガスが溜まり、点火動作
時のスパークにより異常着火し、フロントカ
バーが変形したものと推定される。
　なお、塗装工事業者による使用者への使用
禁止の周知は行われていなかった。

　製造事業者は、製品に起因しない事故で
あるため、措置はとらなかった。
　なお、ホームページで消費者および工事
業者に対し、「建物外壁塗装工事の際は機
器を使用しない」等の注意喚起を行ってい
る。

 2014-0731

テ
キ
ス
ト
2

2014/06/17

テ
キ
ス

（事故発生地）

秋田県

 ガスふろがま（都市ガス
用、ＲＦ式、給湯機能付）

使用期間：約１４年７か月

 
国の行政機関

（受付:2014/06/26）

( F2 )( 拡大被害 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　03.燃焼器具

No. 0037

　使用中のガスふろがまから異音が
し、ケーシングなどが変形した。

　機器の排気口を外壁塗装工事の養生シート
で覆った状態で使用したため、給排気が正常
に行われず、　未燃ガスが溜まり、点火動作
時のスパークにより異常着火し、フロントカ
バーが変形したものと推定される。
　なお、塗装工事業者による使用者への使用
禁止の周知は行われていなかった。

　製造事業者は、製品に起因しない事故で
あるため、措置はとらなかった。
　なお、ホームページで消費者および工事
業者に対し、「建物外壁塗装工事の際は機
器を使用しない」等の注意喚起を行ってい
る。

 2014-1123

テ
キ
ス
ト
2

2014/07/30

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 ガスふろがま（都市ガス
用、ＲＦ式、給湯機能付）

使用期間：約１４年４か月

 
製造事業者

国の行政機関

公益事業者

（受付:2014/08/11）

( F2 )( 製品破損 )

　ガスふろがま用バーナーの一部が焼
損していた。

　事故品のガス通路部に設置されたガバナの
設計不良により、ガスの圧力変動に応じて動
くダイヤフラム（ゴム製）の動く範囲が許容
値を超えたことから、機器の使用を繰り返す
間に過大な力が加わり、ダイヤフラムに亀裂
が生じ、燃焼時にガバナフタの大気孔を通
じ、漏洩したガスにバーナーの火が引火し、
機器内部を焼損したものと推定される。

　製造事業者は、２００７（平成１９）年
４月１９日付けで新聞及びホームページに
社告を掲載し、さらに２０１３（平成
２５）年３月７日にもホームページにおい
て再社告し、製品の改良を行うとともに、
製品の点検・修理及び無償で部品交換を実
施している。

 2014-0818

テ
キ
ス
ト
2

2014/02/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 ガスふろがま用バーナー
（都市ガス用）

TA-097

（株）世田谷製作所

使用期間：約１４年５か月

 
国の行政機関

（受付:2014/07/09）

( A1 )( 製品破損 )

　ガスこんろを点火したところ、ガス
ホース接続部付近から火が出た。

　ガスこんろのガス接続部に、本来の仕様よ
り径の大きいガスソフトコードを用いたた
め、微量のガス漏れが生じ、ガスこんろの点
火スパークまたは燃焼炎が引火したものと推
定される。

　ＮＩＴＥは、事故防止のためのハンド
ブック（身・守りハンドブック）やホーム
ページで同様の事故事例を紹介し、注意喚
起を行っている。
　なお、製造事業者は不明であった。

 2013-3871

テ
キ
ス
ト
2

2014/02/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 ガスホース（都市ガス用）

使用期間：不　明

 
国の行政機関

（受付:2014/02/26）

( E1 )( 製品破損 )

　ガス炊飯器を使用中、機器とガス
ホースの接続部付近から火が出て、周
辺を焼損した。

　業務用炊飯器のガス接続部に、本来の仕様
より径の大きいソフトコードを差し込み、そ
のままでは抜けることからテープを巻いて固
定した状態で使用していたため、微量のガス
漏れが生じ、炊飯器の点火スパークまたは燃
焼炎が引火したものと推定している。

　ＮＩＴＥは、事故防止のためのハンド
ブック（身・守りハンドブック）やホーム
ページで同様の事故事例を紹介し、注意喚
起を行っている。
　なお、製造事業者は不明であった。

 2014-0983

テ
キ
ス
ト
2

2014/07/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 ガスホース（都市ガス用）

使用期間：約３か月

 
国の行政機関

（受付:2014/07/25）

( E1 )( 拡大被害 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　03.燃焼器具

No. 0038

　ガスファンヒーターを使用中、ガス
ホース接続部付近に着火し、ファン
ヒーターの背面が変色した。

　事故品がガス栓に不完全な状態で接続され
ていたことにより、掃除時の衝撃でガス栓か
ら事故品が外れ、過流出安全機構のないガス
栓から漏れたガスに、ファンヒーターが消火
するまでの間に引火したものと推定される。

　製造事業者は、事故品に異常が認められ
ないことから、措置はとらなかった。

 2013-4041

テ
キ
ス
ト
2

2014/02/28

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 ガスホース（都市ガス用）

使用期間：約１８年４か月

 
国の行政機関

（受付:2014/03/14）

( E2 )( 拡大被害 )

　ガスこんろを使用中、ガスホース付
近から火が出て、周辺を焼損した。

　ガス栓のホースエンドに接続されたガス
ホースが、差し込み不足であったため、漏洩
した微量の未燃ガスにこんろバーナーの炎が
引火して、ガスホース周辺を焼損したものと
推定される。
　なお、取扱説明書には、「ホースエンドの
赤い線まで差し込んでゴム管止めでしっかり
止める、しっかり止めないとガス漏れの原因
になる」旨、記載されている。

　製造事業者は、被害者の不注意とみられ
る事故であるため、措置はとらなかった。

 2014-0769

テ
キ
ス
ト
2

2014/06/24

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 ガスホース（都市ガス用）

使用期間：約４年

 
国の行政機関

販売事業者

（受付:2014/07/02）

( E2 )( 拡大被害 )

　ガスこんろのグリルで調理中、こん
ろ後方から火が出て、ガスホースの一
部が焼損し、こんろの背面が変色し
た。

　ガスホースがネズミに囓られたことにより
穴があき、ガス栓の過流出防止機能が作動し
ない程度の微量なガスが漏出した状態でグリ
ルを使用したため、引火したものと推定され
る。

　ＮＩＴＥは、引き続き同様の事故発生状
況に注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、製造事業者は不明であった。

 2014-0387

テ
キ
ス
ト
2

2014/04/30

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 ガスホース（都市ガス用）

使用期間：不　明

 
国の行政機関

（受付:2014/05/14）

( F1 )( 拡大被害 )

　ガス給湯器の点火操作を繰り返した
ところ、突然着火して腕の毛が焼け
た。

　機器内部の埃等の付着による点火し難い状
況下で、給湯栓から水を流しながら、点火操
作を繰り返したたため、未燃ガスが機器内に
滞留し、その後の点火操作のスパークにより
異常着火したものと推定される。
　なお、取扱説明書には、「危険であるた
め、給湯栓から水を流しながら点火操作はし
ない。」旨の記載がある。

　製造事業者は、被害者の誤った使用方法
による事故であることから、措置はとらな
かった。

 2014-1033

テ
キ
ス
ト
2

2014/07/21

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 ガス給湯器（ＬＰガス用、
ＦＥ式）

使用期間：不　明

 
国の行政機関

（受付:2014/07/30）

( E1 )( 軽傷 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　03.燃焼器具

No. 0039

　使用中のガス給湯器から異音がし、
フロントカバーが変形した。

　給湯側燃焼用ファンの樹脂製羽根が破損
し、羽根が脱落すると燃焼室に滞留した未燃
ガスを置換できないため、再点火操作の火花
等により異常燃焼し事故に至ったものと推定
されるが、給湯側燃焼用ファンの羽根が破損
に至る詳細は不明であり、原因の特定はでき
なかった。

　製造事業者は、被害者の誤った使用方法
によるものとみているため、措置はとらな
かった。
　なお、製造事業者は、樹脂ファン使用の
同等品について、アルミファンに取り替え
る修理を実施している。

 2013-4077

テ
キ
ス
ト
2

2014/02/24

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 ガス給湯器（都市ガス用、
ＦＦ式）

AT-2801AFS1SW3Q

パナソニック（株）

使用期間：約９年６か月

 
公益事業者

（受付:2014/03/17）

( G3 )( 製品破損 )

　ガス給湯器のケーシングとフロント
カバーが変形していた。

　修理の際にガスの２次圧（バーナー側ガス
圧）を設定範囲より低く設定したため、燃焼
温度が低下したことにより、、暖房排気通路
の結露から腐食による穴が開き、排気が機器
内に漏れて燃焼空気が不足して着火不良とな
り、燃焼できずにエラー表示が出る状況で
あったが、この状態で繰り返し点火操作を
行ったため、滞留した未燃ガスに点火火花が
引火し異常着火して、フロントカバーが変形
したものと推定される。

　製造事業者は、被害者の誤った使用方法
による事故とみているため、措置はとらな
かった。

 2013-4116

テ
キ
ス
ト
2

0000/00/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 ガス給湯器（都市ガス用、
ＦＦ式、暖房機能付）

使用期間：約１８年４か月

 
国の行政機関

公益事業者

（受付:2014/03/19）

( D2 )( 製品破損 )

　使用中のガス給湯器から異音がし、
フロントカバーが変形した。

　給湯側燃焼用ファンの樹脂製羽根が破損
し、羽根が脱落すると燃焼室に滞留した未燃
ガスを置換できないため、再点火操作の火花
等により異常燃焼し事故に至ったものと推定
されるが、給湯側燃焼用ファンの羽根が破損
に至る詳細は不明であり、原因の特定はでき
なかった。

　製造事業者は、被害者の誤った使用方法
によるものとみているため、措置はとらな
かった。
　なお、製造事業者は、樹脂ファン使用の
同等品について、アルミファンに取り替え
る修理を実施している。

 2014-0628

テ
キ
ス
ト
2

2014/05/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 ガス給湯器（都市ガス用、
ＦＦ式、暖房機能付）

AT-2800AFSAW3Q（東京ガス
（株）ブランド：AT-
2800AFS1AW3Q）
パナソニック（株）

使用期間：約９年６か月

 
販売事業者

（受付:2014/06/11）

( G3 )( 製品破損 )

　ガス給湯器の前面から炎が出て、パ
イプシャフトの扉が焦げた。

　燃焼室の点火確認窓のガラスが割れたた
め、燃焼室から炎があふれて、鋼板製の前面
パネルが焼損して穴があき、設置場所のパイ
プシャフトの扉を焦がしたものと推定される
が、割れた確認窓のガラスは溶融しており、
割れた原因は特定できなかった。

　製造事業者は事故原因が不明であり、同
種事故がないため、措置はとらなかった。
　なお、当該製品は既に生産を終了してい
る。ＮＩＴＥは、引き続き同様の事故発生
状況に注視し、必要に応じて対応すること
とした。

 2014-0653

テ
キ
ス
ト
2

2014/03/15

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 ガス給湯器（都市ガス用、
ＲＦ式）

PH-16CS4

パロマ工業（株）（現　（株）
パロマ）

使用期間：約２３年

 
製造事業者

（受付:2014/06/12）

( G3 )( 拡大被害 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　03.燃焼器具

No. 0040

　ガス給湯器の点火操作を繰り返した
ところ、異音がして、フロントカバー
が変形した。

　機器の排気口を外壁塗装工事の養生シート
で覆った状態で使用したため、給排気が正常
に行われず、未燃ガスが溜まり、点火動作時
のスパークにより異常着火し、フロントカ
バーが変形したものと推定される。

　製造事業者は、外壁塗装の際の養生によ
る事故とみているため、措置はとらなかっ
た。
　なお、２００９（平成２１）年１０月か
ら、ホームページで消費者および工事業者
に対し、「建物外壁塗装工事の際は機器を
使用しない」等の注意喚起を行っている。

 2014-0515

テ
キ
ス
ト
2

2014/05/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

三重県

 ガス給湯器（都市ガス用、
ＲＦ式、暖房機能付）

使用期間：約１３年

 
国の行政機関

（受付:2014/05/29）

( F2 )( 製品破損 )

　使用中のガス給湯器から異音がし、
フロントカバーとケーシングが変形し
た。

　機器の給排気口を外壁補修工事の養生テー
プで閉塞した状態で使用したため、給排気が
正常に行われず、未燃ガスが溜まり、点火動
作時のスパークにより異常着火し、フロント
カバーが変形したものと推定される。
　なお、外壁補修工事業者による使用者への
使用禁止の周知は行われていなかった。

　製造事業者は、外壁補修工事業者の注意
喚起不備による事故とみているため、措置
はとらなかった。
　なお、２００９（平成２１）年１０月か
ら、ホームページで消費者および工事業者
に対し、「建物外壁塗装工事の際は機器を
使用しない」等の注意喚起を行っている。

 2014-0517

テ
キ
ス
ト
2

2014/05/22

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 ガス給湯器（都市ガス用、
ＲＦ式、暖房機能付）

使用期間：約１３年２か月

 
国の行政機関

販売事業者

（受付:2014/05/29）

( F2 )( 製品破損 )

　ガス給湯器の点火操作を繰り返した
ところ、フロントカバーが変形した。

　給湯側燃焼用ファンの樹脂製羽根が破損
し、羽根が脱落すると燃焼室に滞留した未燃
ガスを置換できないため、再点火操作の火花
等により異常燃焼し事故に至ったものと推定
されるが、給湯側燃焼用ファンの羽根が破損
に至る詳細は不明であり、原因の特定はでき
なかった。

　製造事業者は、被害者の誤った使用方法
によるものとみているため、措置はとらな
かった。
　なお、製造事業者は、樹脂ファン使用の
同等品について、アルミファンに取り替え
る修理を実施している。

 2013-2513

テ
キ
ス
ト
2

2013/12/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 ガス給湯器（都市ガス用、
ＲＦ式、暖房機能付）

AT4203ARSSW3QU-F（東京ガ
ス（株）ブランド：
AT4203ARS2SW3QU）
パナソニック（株）

使用期間：約８年５か月

 
販売事業者

（受付:2013/12/18）

( G3 )( 製品破損 )

　ガス給湯器のフロントカバーが変形
した。

　給湯側燃焼用ファンの樹脂製羽根が破損
し、羽根が脱落すると燃焼室に滞留した未燃
ガスを置換できないため、再点火操作の火花
等により異常燃焼し事故に至ったものと推定
されるが、給湯側燃焼用ファンの羽根が破損
に至る詳細は不明であり、原因の特定はでき
なかった。

　製造事業者は、被害者の誤った使用方法
によるものとみているため、措置はとらな
かった。
　なお、製造事業者は、樹脂ファン使用の
同等品について、アルミファンに取り替え
る修理を実施している。

 2013-3829

テ
キ
ス
ト
2

2014/02/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 ガス給湯器（都市ガス用、
ＲＦ式、暖房機能付）

AT-4200ARSSW3Q-56-F（東京
ガス（株）ブランド：AT-
4200ARS2SW3Q）
パナソニック（株）

使用期間：約１０年７か月

 
販売事業者

（受付:2014/02/21）

( G3 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　03.燃焼器具

No. 0041

　使用中のガス給湯器から異音がし、
フロントカバーが変形した。

　給湯側燃焼用ファンの樹脂製羽根が破損
し、羽根が脱落すると燃焼室に滞留した未燃
ガスを置換できないため、再点火操作の火花
等により異常燃焼し事故に至ったものと推定
されるが、給湯側燃焼用ファンの羽根が破損
に至る詳細は不明であり、原因の特定はでき
なかった。

　製造事業者は、被害者の誤った使用方法
によるものとみているため、措置はとらな
かった。
　なお、製造事業者は、樹脂ファン使用の
同等品について、アルミファンに取り替え
る修理を実施している。

 2014-0627

テ
キ
ス
ト
2

2014/05/26

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 ガス給湯器（都市ガス用、
ＲＦ式、暖房機能付）

AT4203ARSAW3QU-F（東京ガ
ス（株）ブランド：
AT4203ARS2AW3QU）
パナソニック（株）

使用期間：約７年９か月

 
販売事業者

（受付:2014/06/11）

( G3 )( 製品破損 )

　ガス切断器を使用中、異音がして手
元側に炎が出て、両手の甲に火傷を
負った。

　仕入れの際に、アセチレン用火口のケース
に誤ってプロパン用火口が入っていたことに
気付かないまま、外注先にパッキング作業を
依頼したため、プロパン用火口がアセチレン
用火口のパッケージに入った状態で販売さ
れ、使用時に逆火が発生したものと推定され
る。

　製造事業者は、２０１４（平成２６）年
５月２８日付けで自社ホームページ上に製
品回収を行う旨を掲載し、注意喚起を行っ
ている。

 2014-0599

テ
キ
ス
ト
2

2014/05/14

テ
キ
ス

（事故発生地）

茨城県

 ガス切断器（アセチレンガ
ス用）

W-61

スター電器製造（株）

使用期間：約１か月

 
製造事業者

（受付:2014/06/09）

( A3 )( 軽傷 )

　ガスこんろを点火したところ、ガス
栓付近から火が出た。

　キッチン周りのリフォーム及びそれに伴う
ガス工事の際、施工業者の施工不良により炊
飯器用ガス元栓継ぎ手付近から微量のガスが
漏洩していたため、こんろの点火操作により
漏洩していた未燃ガスに引火したものと推定
される。

　施工業者等が不明であるため、措置はと
れないが、ＮＩＴＥは、引き続き同様の事
故発生状況に注視し、必要に応じて対応す
ることとした。

 2014-0266

テ
キ
ス
ト
2

2014/04/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

岐阜県

 ガス栓（ＬＰガス用）

使用期間：不　明

 
国の行政機関

（受付:2014/04/25）

( D1 )( 拡大被害 )

　ガスこんろのガスソフトコード接続
部及びガスこんろ内部の配線の一部が
焼損していた。

　ガスこんろが事故品（バネガス栓）のバネ
部に接触した状態で、不使用側のガス栓を
「開」の状態にしたことで、安全アダプタが
作動しない程度のガスが微量に流出し、その
状態でガスこんろを使用したため、点火ス
パークまたは燃焼炎が引火したものと推定さ
れる。

　ＮＩＴＥは、事故防止のためのハンド
ブック（身・守りハンドブック）やホーム
ページで同様の事故事例を紹介し、注意喚
起を行っている。
　なお、製造事業者は不明であった。

 2013-1800

テ
キ
ス
ト
2

0000/00/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 ガス栓（都市ガス用）

使用期間：不　明

 
国の行政機関

（受付:2013/10/16）

( E2 )( 拡大被害 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　03.燃焼器具

No. 0042

　ガスこんろを点火したところ、ガス
栓付近から火が出て、ガスホースの一
部を焼損した。

　被害者が事故品の不使用側のガス栓を誤っ
て開放した際、ガスキャップ装着部から安全
アダプター（ガス過流出防止機能）が機能し
ない程度のガスが漏洩し、点火時の炎から引
火したものと推定される。

　ＮＩＴＥは、事故防止のためのハンド
ブック（身・守りハンドブック）やホーム
ページで同様の事故事例を紹介し、注意喚
起を行っている。
　なお、製造事業者は不明であった。

 2014-0605

テ
キ
ス
ト
2

2014/06/05

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 ガス栓（都市ガス用）

使用期間：不　明

 
国の行政機関

販売事業者

（受付:2014/06/10）

( E2 )( 拡大被害 )

　ガスこんろを点火したところ、ガス
栓付近から火が出て、換気扇の電源
コードを焼損した。

　被害者が、ガス消費機器が接続されていな
いガス栓を誤って開放したことによりガスが
漏洩し、その状態でガスこんろを使用したた
め、燃焼炎が引火したものと推定される。
　なお、当該ガス栓には過流出防止機能がな
かった。

　ＮＩＴＥは、事故防止のためのハンド
ブック（身・守りハンドブック）やホーム
ページで同様の事故事例を紹介し、注意喚
起を行っている。
　なお、製造事業者は不明であった。

 2014-0723

テ
キ
ス
ト
2

2014/06/16

テ
キ
ス

（事故発生地）

静岡県

 ガス栓（都市ガス用）

使用期間：不　明

 
国の行政機関

（受付:2014/06/25）

( E2 )( 拡大被害 )

　ガスこんろを点火したところ、ガス
栓付近から火が出て、周辺を焼損し
た。

　被害者が、ガス過流出防止機能のない事故
品（２口ガス栓）の不使用側ガス栓を誤って
開放したことにより未燃ガスが漏洩し、その
状態でガスこんろを使用したため、燃焼炎が
引火したものと推定される。

　ＮＩＴＥは、事故防止のためのハンド
ブック（身・守りハンドブック）やホーム
ページで同様の事故事例を紹介し、注意喚
起を行っている。
　なお、製造事業者は不明であった。

 2014-0861

テ
キ
ス
ト
2

2014/07/04

テ
キ
ス

（事故発生地）

静岡県

 ガス栓（都市ガス用）

使用期間：不　明

 
国の行政機関

（受付:2014/07/16）

( E2 )( 拡大被害 )

　使用中のカセットこんろのボンベが
破裂し、２人が火傷を負った。

　焼き肉調理の脂や調理物が水入れ皿等に付
着し炎があがったので火を止めたが、バー
ナー消火後もそのまま放置したため燃え続
け、カセットボンベが過熱し、内圧上昇によ
り破裂したものと推定される。
　なお、当該飲食店には、「バーナー消火後
も炎が上がっている場合には、カセットボン
ベを取り外し、炎を消火する」等の具体的な
対処方法を記したチラシを配布し、注意喚起
を行っていた。

　輸入事業者は、消費者（飲食店）の誤っ
た使用方法による事故であることから、既
販品について措置はとらなかった。
　なお、２０１４（平成２６）年１月出荷
分から、取扱説明書に水入れ皿に水を入れ
ずに加熱し続けるとカセットボンベが爆発
する恐れがある旨や炎が上がり続けた場合
の対処方法の注意記載を追記するととも
に、本体表示をより明確にしている。ま
た、飲食店を中心に注意喚起チラシの配布
を行っている。

 2014-0748

テ
キ
ス
ト
2

2014/06/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 カセットこんろ

使用期間：不　明

 
消防機関

（受付:2014/06/30）

( E1 )( 軽傷 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　03.燃焼器具

No. 0043

　ガス給湯器用リモコン付近から出火
し、周辺を焼損した。

　事故品の基板に出火の痕跡は認められない
ことから、製品に起因しない事故と推定され
る。

　製造事業者は、製品に起因しない事故で
あるため、措置はとらなかった。

 2014-1310

テ
キ
ス
ト
2

2014/08/28

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 リモコン（ガス給湯器用）

使用期間：約１０年

 
消防機関

（受付:2014/09/08）

( F2 )( 拡大被害 )

　ファンヒーター用のガスホースを接
続した迅速継手付近から火が出て、周
辺を焼損した。

　ガスこんろ後方上部のガス栓に接続された
事故品に、熱によるとみられる貫通穴が認め
られたことから、こんろからの熱影響で事故
品が軟化し、内圧で穴あきが発生し、ガスが
漏洩してこんろの火が引火したものと推定さ
れる。
　なお、取扱説明書には、「火気の近い所や
高温になる場所では使用しない」旨、記載さ
れている。

　製造事業者は、被害者の不注意とみられ
る事故であるため、措置はとらなかった。

 2014-0955

テ
キ
ス
ト
2

2014/02/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 迅速継手（都市ガス用）

使用期間：約１８年

 
販売事業者

（受付:2014/07/23）

( E1 )( 拡大被害 )

　ガスこんろを使用中、迅速継手付近
から火が出て、周辺を焼損した。

　事故品は、摺動環が縮んだまま焦げている
こと及びゴム管が湾曲して接続されていたこ
とから、ガス栓への接続が不完全な状態であ
ることに気付かず、接続部分から漏洩してい
たガスにこんろの炎が引火し、迅速継手の一
部及び周辺を焼損したものと推定される。
　なお、取扱説明書には、「本品とプラグの
接続はカチッと音がするまで差し込んでくだ
さい」と記載されている。

　製造事業者は、被害者の不注意とみられ
る事故であるため、措置はとらなかった。
　なお、製造事業者は、ホームページ上に
「ガス栓とガス器具の接続」として迅速継
手関係の正しい使い方を掲載している。

 2014-1003

テ
キ
ス
ト
2

2014/07/04

テ
キ
ス

（事故発生地）

北海道

 迅速継手（都市ガス用）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2014/07/28）

( E2 )( 製品破損 )

　石油ファンヒーター付近から出火
し、住宅を全焼し、家人１名が死亡し
た。

　事故品を調査した結果、製品内部に出火の
痕跡がみられないことから、製品に起因しな
い事故であると推定される。

　製造事業者は、製品に起因しない事故で
あるため、措置はとらなかった。

 2012-2589

テ
キ
ス
ト
2

2013/01/15

テ
キ
ス

（事故発生地）

香川県

 石油ファンヒーター

使用期間：約１年

 
消防機関

（受付:2013/01/22）

( F2 )( 死亡 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　03.燃焼器具

No. 0044

　石油ファンヒーターを使用中、こぼ
れた灯油に引火して周辺を焼損し、火
傷を負った。

　口金ふたがしっかり締められていない状態
のカートリッジタンクを事故品の前面側に置
き、誤ってカートリッジタンクを倒した際に
口金ふたが外れてこぼれた灯油が温風吹き出
し口から内部に流入した状態で運転を開始し
たため、灯油に引火し、事故品及び周辺を焼
損したものと推定される。

　製造事業者は、被害者の誤った使用方法
による事故であることから、措置はとらな
かった。

 2013-3681

テ
キ
ス
ト
2

2014/01/11

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 石油ファンヒーター（開放
式）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2014/02/06）

( E2 )( 軽傷 )

　使用中の石油ふろがまから出火し、
循環パイプを焼損した。

　ふろがまに空焚き防止機能がなかったた
め、浴槽に水を入れないまま誤ってスイッチ
を入れて空焚き状態となり、機器の一部が焼
損したものと推定される。

　製造事業者は、被害者の不注意とみられ
る事故であるため、措置はとらなかった。
　なお、当該製品は１９８７（昭和６２）
年７月２８日に製造販売を終了している。

 2014-1336

テ
キ
ス
ト
2

2014/05/21

テ
キ
ス

（事故発生地）

栃木県

 石油ふろがま

使用期間：約３２年

 
製造事業者

（受付:2014/09/10）

( E2 )( 製品破損 )

　使用中の排熱利用給湯暖房ユニット
のケーシングが変形した。

　製造工程におけるパッキンの噛み込みによ
り、当該ガス接続部からガスが漏れ、異常燃
焼したものと推定される。

　製造事業者は、単品不良と思われる事故
であるため、措置はとらなかったが、後継
機種の製造工程において、管理項目や作業
工程の追加や見直しを実施している。

 2014-0866

テ
キ
ス
ト
2

2014/07/05

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 排熱利用給湯暖房ユニット
（都市ガス用、ＲＦ式）

FCG-202-DR OG（大阪ガスブラ
ンド：136-CF02）

（株）長府製作所

使用期間：約１か月

 
国の行政機関

販売事業者

（受付:2014/07/16）

( A2 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0045

　アコーディオンカーテンを取り付け
たところ、ぜんそくが悪化した。

　事故品からの放散物質として、多数の揮発
性有機化合物（ＶＯＣ）が検出され、イソホ
ロンなど事故の症状を引き起こす可能性のあ
る物質が複数含まれていたことから、事故品
から放散するＶＯＣを吸入したことで体調不
良になったものと考えられるが、原因物質の
特定はできなかった。

　製造事業者は、被害者の感受性によるも
のとみられる事故であるため、措置はとら
なかった。

 2013-4034

テ
キ
ス
ト
2

2014/02/06

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 アコーディオンカーテン

使用期間：約１７日

 
消費者センター

（受付:2014/03/13）

( F2 )( 軽傷 )

　いすの脚パイプを触ったところ、手
に軽傷を負った。

　事故品の脚は、製造工程でメッキに傷等の
不良が生じて再メッキ処理を行ったことで２
重にメッキが施されており、座面下の箇所で
メッキが剥離していた。メッキの剥離は、
メッキの密着性を良くするために施された下
地メッキ層の表面で発生していることから、
当該下地メッキの工程上の不備によりメッキ
の密着性が不十分であったこと及びメッキ層
が厚くなったことで、使用に伴うたわみなど
によってメッキが剥離し、その破面に触れた
ものと推定される。

　輸入事業者は、２０１４（平成２６）年
８月２１日から、販売した消費者へダイレ
クトメールを送付し、いすを傾けて使用し
ないように改めて注意喚起するとともに、
メッキの剥がれが発生している製品の無償
交換を実施している。
　なお、今後の製品については、製造工場
に再メッキ処理をしないように要請した。

 2014-0831

テ
キ
ス
ト
2

2014/05/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 いす（スツール）

AM-301

藤沢工業（株）

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2014/07/11）

( A2 )( 軽傷 )

　子供がいすに座っていたところ、
脚が折れた。

　事故品の脚に使用されていた集成材の接合
力が接着剤の塗りムラ等で弱かったこと、ま
た使用中に最も負荷が作用する脚の根元に集
成材の接合面が位置したことも影響し、脚接
合面が使用の負荷に耐えられずに破損したも
のと推定される。

　輸入事業者は、事故は偶発的に起きたも
のであるため、既販品に対する措置はとら
ず、市場を注視することとした。
　なお、在庫品については集成材接合部に
隙間や割れがないか全数検査をして出荷す
ることとし、また、新たに輸入するものは
脚部を合板に変更及び脚部後方に接合箇所
がない仕様の検討を行い、受け入れ時の検
品態勢を強化することとした。

 2014-0486

テ
キ
ス
ト
2

2014/04/04

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 いす（子供用、木製）

ME-30C

（株）弘益

使用期間：約１日

 
消費者センター

（受付:2014/05/26）

( A3 )( 製品破損 )

　いすを使用中、脚部を固定していた
ネジ受けが破損し、転倒して軽傷を
負った。
　なお、当該製品は、座面と背もたれ
が一枚の合板で成形されており、金属
製パイプ２本を中央部で交差させてね
じ締めした脚を、座面裏に４本のネジ
で取り付けた構造であった。

　脚交差部のねじ締め付けトルク設定値が低
かったことに加え、脚部と座面との接合部ネ
ジの締め付け不足や脚交差部のネジに緩み止
め接着剤塗布量が少ないなどの不良があった
ため、使用に伴う負荷によってネジが緩み、
接合部が破損して脚部が変形し、転倒したも
のと推定される。
　なお、取扱説明書には、「定期的にネジを
締め直す」、「脚部にぐらつきが生じた場合
は使用しない」旨、記載されている。

　輸入事業者は、当該製品の販売を中止す
るとともに、２０１４（平成２６）年４月
１８日付けホームページに社告を掲載し、
ネジの緩みに対する注意喚起と要望に応じ
た製品交換を実施している。
　なお、今後の製品についてはネジ固定部
分を溶接することとした。

 2014-0164

テ
キ
ス
ト
2

2014/02/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 いす（木製）

プライウッドチェア ナチュラル
 RFC-FPNW

アール・エフ・ヤマカワ（株）

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2014/04/09）

( B1 )( 軽傷 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0046

　着座補助用のクッションに手を添え
たところ、指に裂傷を負った。

　当該製品は、着座時の良好な姿勢維持をサ
ポートするクッションで、本体樹脂製プレー
ト及びウレタンフォームをポリエステル生地
で包み、熱溶着によって成形していた。製品
の縁全周は、溶着したポリエステル生地が薄
皮状になっており、部分的に硬い箇所が認め
られたことから、当該箇所との接触・擦過に
よって、手を切ったものと推定される。

　輸入事業者は、事故原因を不明とみてい
ることから、既販品に対する措置はとらな
かった。
　なお、当該製品の販売はすでに終了して
おり、後継品については、本体に、取っ手
部分、穴の部分、側面で手や指を切る場合
がある旨、注意表示している。また、ＮＩ
ＴＥは、引き続き同様の事故発生状況を注
視し、必要に応じて対応することとした。

 2014-0169

テ
キ
ス
ト
2

2014/03/15

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 クッション（いす型、着座
補助用）

Backjoy Relief Mini（バックジョ
イ リリーフ ミニ）
［BJRFM001］
（株）ジュート

使用期間：約１日１回

 
輸入事業者

（受付:2014/04/10）

( A1 )( 軽傷 )

　電動昇降式の吊戸棚を稼働させたと
ころ、扉が落下し、首に軽傷を負っ
た。

　施工時に下扉を本体側に固定するネジが取
り付けられておらず、下扉の金具が扉受け金
具の引っ掛け部に引っ掛かっているだけの状
態であったため、棚部からはみ出していた収
納物が下扉を持ち上げて引っ掛け部が外れた
ものと推定される。

　製造事業者は、２０１３（平成２５）年
５月から、設置注意書に扉固定ネジの
チェック項目を追加し、扉固定ネジを別梱
包化し、赤い注意紙を同梱し、扉固定ネジ
の注意チラシを追加同梱し、アフターサー
ビスでユーザー宅を訪問する際に、同型品
が設置されていれば扉固定ネジ部の点検を
行っている。

 2014-0306

テ
キ
ス
ト
2

2012/02/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 システムキッチン（吊戸
棚、電動昇降式）

使用期間：約１年７か月

 
製造事業者

（受付:2014/05/02）

( D1 )( 軽傷 )

　電動昇降式の吊戸棚を稼働させたと
ころ、扉が落下した。

　施工時に下扉を本体側に固定するネジが取
り付けられておらず、下扉の金具が扉受け金
具の引っ掛け部に引っ掛かっているだけの状
態であったため、棚部からはみ出していた収
納物が下扉を持ち上げて引っ掛け部が外れ、
落下したものと推定される。

　製造事業者は、２０１３（平成２５）年
５月から、設置注意書に扉固定ネジの
チェック項目を追加し、扉固定ネジを別梱
包化し、赤い注意紙を同梱し、扉固定ネジ
の注意チラシを追加同梱し、アフターサー
ビスでユーザー宅を訪問する際に、同型品
が設置されていれば扉固定ネジ部の点検を
行っている。

 2014-0307

テ
キ
ス
ト
2

2013/03/20

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 システムキッチン（吊戸
棚、電動昇降式）

使用期間：約４か月

 
製造事業者

（受付:2014/05/02）

( D1 )( 製品破損 )

　電動昇降式の吊戸棚を稼働させたと
ころ、扉が落下した。

　施工時に下扉を本体側に固定するネジが取
り付けられておらず、下扉の金具が扉受け金
具の引っ掛け部に引っ掛かっているだけの状
態であったため、棚部からはみ出していた収
納物が下扉を持ち上げて引っ掛け部が外れ、
落下したものと推定される。

　製造事業者は、２０１３（平成２５）年
５月から、設置注意書に扉固定ネジの
チェック項目を追加し、扉固定ネジを別梱
包化し、赤い注意紙を同梱し、扉固定ネジ
の注意チラシを追加同梱し、アフターサー
ビスでユーザー宅を訪問する際に、同型品
が設置されていれば扉固定ネジ部の点検を
行っている。

 2014-0308

テ
キ
ス
ト
2

2013/09/11

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 システムキッチン（吊戸
棚、電動昇降式）

使用期間：約５か月

 
製造事業者

（受付:2014/05/02）

( D1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0047

　電動昇降式の吊戸棚を稼働させたと
ころ、扉が落下し、頭に軽傷を負っ
た。

　施工時に下扉を本体側に固定するネジが取
り付けられておらず、下扉の金具が扉受け金
具の引っ掛け部に引っ掛かっているだけの状
態であったため、棚部からはみ出していた収
納物が下扉を持ち上げて引っ掛け部が外れた
ものと推定される。

　製造事業者は、２０１３（平成２５）年
５月から、設置注意書に扉固定ネジの
チェック項目を追加し、扉固定ネジを別梱
包化し、赤い注意紙を同梱し、扉固定ネジ
の注意チラシを追加同梱し、アフターサー
ビスでユーザー宅を訪問する際に、同型品
が設置されていれば扉固定ネジ部の点検を
行っている。

 2014-0309

テ
キ
ス
ト
2

2013/12/31

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 システムキッチン（吊戸
棚、電動昇降式）

使用期間：約５年９か月

 
製造事業者

（受付:2014/05/02）

( D1 )( 軽傷 )

　電動昇降式の吊戸棚を稼働させたと
ころ、扉が落下し、顔にあたった。

　施工時に下扉を本体側に固定するネジが取
り付けられておらず、下扉の金具が扉受け金
具の引っ掛け部に引っ掛かっているだけの状
態であったため、棚部からはみ出していた収
納物が下扉を持ち上げて引っ掛け部が外れ、
落下したものと推定される。

　製造事業者は、２０１３（平成２５）年
５月から、設置注意書に扉固定ネジの
チェック項目を追加し、扉固定ネジを別梱
包化し、赤い注意紙を同梱し、扉固定ネジ
の注意チラシを追加同梱し、アフターサー
ビスでユーザー宅を訪問する際に、同型品
が設置されていれば扉固定ネジ部の点検を
行っている。

 2014-0310

テ
キ
ス
ト
2

2014/02/11

テ
キ
ス

（事故発生地）

静岡県

 システムキッチン（吊戸
棚、電動昇降式）

使用期間：約３年８か月

 
製造事業者

（受付:2014/05/02）

( D1 )( 拡大被害 )

　テーブルの天板（強化ガラス製）を
拭こうとした際、天板が外れた。
　なお、当該製品は、Φ７５×厚さ１
ｃｍの天板を、Φ６ｃｍの支柱（クロ
ムメッキしたスチール製）１本に接着
した構造であった。

　事故品は、接着剤のほとんどが支柱側に
残っていたことから、接着工程に不具合が
あったか、又は経年によって接着剤が劣化し
たものと考えられるが、そのいずれである
か、原因の特定はできなかった。

　輸入事業者は、事故原因が不明であるこ
とから、措置はとらないが、今後の事故発
生状況を注視し、必要に応じて対応するこ
ととした。
　なお、当該製品の販売はすでに終了して
いる。

 2014-0566

テ
キ
ス
ト
2

2014/05/27

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 テーブル（強化ガラス製）

リコ

光グローバルトレーディング
（株）

使用期間：約５年

 
消費者センター

（受付:2014/06/04）

( G3 )( 製品破損 )

　はしご兼用脚立を脚立状態で使用
中、転倒し、打撲を負った。

　被害者が脚立の開き止め金具を両側とも掛
けない状態で使用していたため、使用中に脚
立が開いて転倒した際に、脚立上に被害者が
落下したか、バランスを崩して脚立が転倒し
た際に、折り畳まれた脚立上に被害者が落下
したことにより、支柱に破損が生じたものと
推定される。
　なお、取扱説明書及び本体表示には、「両
側の開き止め金具を確実にロックする」旨、
記載されている。

　輸入事業者は、被害者の誤った使用方法
による事故であることから、措置はとらな
かった。

 2014-0547

テ
キ
ス
ト
2

2014/05/26

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 はしご兼用脚立（アルミ
製）

使用期間：約２年４か月

 
輸入事業者

（受付:2014/06/02）

( E1 )( 軽傷 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0048

　階段の手すりを使用したところ、手
すり用固定金具が外れたために転倒
し、打撲を負った。

　事故品の材質（亜鉛合金）中に、不純物の
鉛が基準値以上に含有されていることにより
粒界腐食が発生し、固定金具が破損したもの
と推定される。

　製造事業者等が不明であるため、措置は
とれないが、ＮＩＴＥは、引き続き同様の
事故発生状況に注視し、必要に応じて対応
することとした。

 2014-0802

テ
キ
ス
ト
2

2011/12/11

テ
キ
ス

（事故発生地）

山形県

 手すり用固定金具

不明

不明

使用期間：約４年

 
消費者センター

（受付:2014/07/07）

( A3 )( 重傷 )

　草刈機を使用中、腕に火傷を負っ
た。

　被害者が、事故品のエンジンカバー部（表
面温度約８０℃）を抱え込むような体勢で使
用したため、接触していた肘部に火傷を負っ
たものと推定される。
　なお、取扱説明書には、運転中や停止直後
の高温によるやけどの注意について記載され
ているものの、エンジンカバーに触れない旨
や正しい作業姿勢に関する記載は行われてい
なかった。

　製造事業者は、同種事故が発生していな
いことから既販品について措置はとらな
かったが、今後については、①今回の案件
を次期製品開発に反映する。②取扱説明書
に「エンジンカバー部が身体に触れない正
しい作業体勢」や「高温箇所による火傷の
注意喚起」を記載し、特に作業姿勢につい
ては製品の持ち方をイラストに用いて使用
者にわかりやすく注意喚起を行うこととし
た。

 2014-1188

テ
キ
ス
ト
2

2014/06/26

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 草刈機

KKC2225ST-DL-EZ（ブラン
ド：（株）近畿クボタ）

ハスクバーナ・ゼノア（株）

使用期間：約１日

 
消費者センター

（受付:2014/08/19）

( B4 )( 軽傷 )

　上吊り引き戸を閉めたところ、幕板
が脱落し、足の指に軽傷を負った。

　事故品はベース材に幕板（上部前面の板
材）を嵌め合わせ接着剤で固定する構造であ
るが、接着剤の塗布量が少なかったため、戸
を開閉したときの衝撃が繰り返し加わって幕
板が落下したものと推定される。

　製造事業者は、据え付け工事不良による
事故とみているため、措置はとらなかった
が、今後は、接着剤を同梱し、ベース材と
幕板を固定金具とねじで固定する方法を追
加することとした。

 2014-0975

テ
キ
ス
ト
2

2014/06/02

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 扉（上吊り引き戸）

使用期間：約２か月

 
製造事業者

（受付:2014/07/24）

( D1 )( 軽傷 )

　物置の扉を開けようとしたところ、
扉が外れて足の指を骨折した。

　扉のある前方に傾斜する状態で物置が設置
され、さらに物置内の収納物が前方に倒れて
扉を押した状態で使用していたため、扉の戸
車に過剰な負荷がかかり、戸車の内側がすり
減って破損し、扉が外れて事故に至ったと推
定される。
　なお、取扱説明書には、「収納物が扉に倒
れ込むなどして扉が開かなくなった場合、強
引に開けようとすると扉が脱落し、怪我など
の原因となる恐れがある」旨、記載されてい
る。

　製造事業者は、製品に起因しない事故と
みているため、措置はとらなかった。

 2014-0945

テ
キ
ス
ト
2

2014/07/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 物置

使用期間：約１１年１か月

 
製造事業者

（受付:2014/07/18）

( E2 )( 軽傷 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0049

　物置の扉を開けようとしたところ、
扉が外れて足の上に落下し、指に裂傷
を負った。

　扉が物置内部に収納していたテントと接触
していたことにより、扉を開けた際に上方向
に持ち上げられたため扉が外れたと推定され
る。
　なお、取扱説明書には、「収納物が扉に倒
れ込むなどして扉が開かなくなった場合、強
引に開けようとすると扉が脱落し、怪我など
の原因となる恐れがある」旨、記載されてい
る。

　製造事業者は、製品に起因しない事故と
みているため、措置はとらなかった。

 2014-1055

テ
キ
ス
ト
2

2014/07/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 物置

使用期間：約３年

 
製造事業者

（受付:2014/08/04）

( E2 )( 軽傷 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　05.乗物・乗物用品

No. 0050

　ネット通販で購入した自転車で走行
中、リアサスペンションが異常に傾い
た。

　フレームの上パイプ中央部にサスペンショ
ンの上端を接続し、バックホーク（チェーン
ステーと共に後輪車軸を支持するパイプ）の
先端に溶接したプレートにサスペンションの
下端を接続した構造であるが、サスペンショ
ンとプレートとの接続部に大きな力が作用し
た際に、強度の低いバックホークがたわんだ
ことによってサスペンションが異常に傾いた
ものと推定される。

　輸入事業者は、２０１４（平成２６）年
４月２４日付けで、ホームページに社告を
掲載するとともに販売を中止し、既販品に
ついては書面、メール、電話を用いて回収
を行っている。また、後継機種について
は、設計変更（プレートの長さ及び溶接位
置の変更）を実施した。

 2014-0286

テ
キ
ス
ト
2

2014/04/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

不明

 自転車

DOPPELGANGER 560-RD DEUS

ビーズ（株）

使用期間：約５日

 
輸入事業者

（受付:2014/04/28）

( A1 )( 被害なし )

　自転車で走行中、ホークステムが破
損し、転倒して軽傷を負った。

　事故品のホークステムに、熱処理の不具合
または肉厚の薄い材料が使用されたことによ
り、破損に至ったものと推定される。

　輸入事業者は、２０１２（平成２４）年
１０月３１日付けで、ＭＥＴＩリコール情
報として公表し、２０１３（平成２５）年
１２月４日には、自社ホームページに社告
を掲載し、回収・無償交換を行っている。

 2013-2451

テ
キ
ス
ト
2

2013/11/14

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 自転車

IZOARD XP

服部産業（株）

使用期間：約１年８か月

 
輸入事業者

（受付:2013/12/11）

( A2 )( 軽傷 )

　自転車に乗って信号待ちをしていた
ところ、フロントホークが破損し、脱
落した。

　フロントホークのホークステムに用いられ
た材料に不良があり、破断に至ったものと推
定される。

　輸入事業者は、２０１３（平成２５）年
９月３０日付けで、自社ホームページ上
に、既販品に関するお知らせを掲載して製
品（フロントホーク）の無償交換を行うと
ともに、今後の生産品については、①破損
部の使用材料をアルミからスチールに変更
②製造工程での作業標準書を改訂③製造工
程における全数検査を実施④製造のプロセ
スが遵守されているか確認するため定期的
にプロセスや品質システム監査を行うこと
とした。

 2013-1522

テ
キ
ス
ト
2

2013/08/26

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 自転車

GLOBE CENTRUM COMP

スペシャライズド・ジャパン
（同）

使用期間：約５年

 
輸入事業者

（受付:2013/09/10）

( A3 )( 製品破損 )

　自転車で走行中、変速した際にペダ
ルが空回りをしてバランスを崩し、転
倒して軽傷を負った。

　内装式変速機のローラークラッチ部に使用
されているスプリングに不具合品が混入した
ため、スプリングの曲げ加工部内側に亀裂が
発生し、その後の使用により亀裂が徐々に進
行して走行中にスプリングが破損したため、
駆動力が伝達できなくなってペダルが空転し
たものと推定される。

　製造事業者は、事故原因が不明であるた
め、既販品について措置はとらなかった
が、スプリング製造事業者は製造ロット毎
に工具間の隙間調整を確実に行い、スプリ
ングの曲げ角度や傷の有無を確認するほ
か、ハブ組立事業者でも傷の有無等を確認
するよう内部規定を改定した。

 2013-4100

テ
キ
ス
ト
2

2014/01/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 自転車

AB75L3

ブリヂストンサイクル（株）

使用期間：約１０か月

 
製造事業者

（受付:2014/03/18）

( A3 )( 軽傷 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　05.乗物・乗物用品

No. 0051

　自転車で走行中、突然ハンドルが前
方向に回転したため転倒し、軽傷を
負った。

　ハンドルステムのクランプボルトの締め付
けが不十分であったため、使用によりボルト
が緩んでハンドルバーがクランプ部で回転
し、ブレーキレバーの位置が下向きに変わっ
たことで手がとどかなくなり、ブレーキがか
けられずに転倒したものと推定される。

　輸入事業者は、販売前の点検不足による
事故とみているため、既販品について措置
はとらなかったが、自社系列の販売店に対
し、当該箇所を含む販売前点検の周知徹底
を行った。

 2014-1161

テ
キ
ス
ト
2

2014/07/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 自転車

アフィッシュSL

（株）あさひ

使用期間：約１か月

 
輸入事業者

（受付:2014/08/13）

( A3 )( 軽傷 )

　自転車で走行中、バランスを崩して
転倒し、両手首を負傷した。

　前かごを取り付けたフロントキャリヤの左
右ステーの片方が折損した際、片手で前かご
を支えながら片手走行していたため、バラン
スを崩して転倒したものと推定される。
　なお、フロントキャリヤステーの折損を事
故前に販売店に連絡した際、そのままでは乗
車しないよう指示されていた。

　輸入事業者は、被害者の誤った使用方法
による事故であることから、措置はとらな
かった。

 2014-0178

テ
キ
ス
ト
2

2014/02/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 自転車

使用期間：約３か月

 
輸入事業者

（受付:2014/04/14）

( E1 )( 軽傷 )

　ネット通販で購入した自転車で走行
中、道路の段差部分で転倒し、軽傷を
負った。

　梱包状態で送付されてきた自転車を組み立
てた際、前ホークの向きを前後逆にしていた
ため、道路の段差部分を通過時にクランク等
が前タイヤに接触してバランスを崩したか、
走行安定性が低下していたことでバランスを
崩して転倒したものと推定される。
　なお、組立説明書には、「前ホークの前後
は、前ブレーキが前になるようにして組み立
てる」旨、記載されている。

　輸入事業者は、被害者の不注意とみられ
る事故であるため、既販品について措置は
とらなかったが、今後輸入する製品には、
前ホークに前後方向を表示することとし
た。

 2014-0988

テ
キ
ス
ト
2

2014/06/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

石川県

 自転車

使用期間：約１４日

 
輸入事業者

（受付:2014/07/25）

( E2 )( 軽傷 )

　自転車の荷台に取り付けた幼児用座
席に子供を乗せて走行中、荷台が破損
して幼児用座席が後方に倒れ、子供
が軽傷を負った。

　事故品は、荷台をフレームに固定するキャ
リヤステーの溶接部付近で破断しており、鋼
管のキャリヤステーを扁平させた影響や溶接
の熱影響により破断した可能性もあるが、外
部から過大な力を受けた可能性も考えられる
ことから、原因の特定はできなかった。

　製造事業者は、２０１３（平成２５）年
１０月７日付けでプレスリリースするとと
もに、ホームページ及び店頭でのポスター
掲示で社告を掲載し、分割式リヤキャリヤ
の無償交換を行っている。今後は、幼児座
席を装着する自転車には、クラス２７を標
準装備するとしており、またキャリアには
最大積載能力及び幼児座席取付の可否を表
示するとしている。

 2014-1110

テ
キ
ス
ト
2

2014/06/30

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 自転車（電動アシスト車）

PZ26CM X561-0002638

ヤマハ発動機（株）

使用期間：約４年１０か月

 
製造事業者

（受付:2014/08/08）

( G3 )( 軽傷 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　06.身のまわり品

No. 0052

　使用中のＬＥＤライトから発煙し、
異臭がした。

　ＬＥＤの電流を制限している抵抗が選定ミ
スであったため、抵抗に過電流が流れて異常
発熱し、焼損、発煙したものと推定される。

　輸入事業者は、拡大被害に至っていない
ことから、既販品に対する措置はとらな
かった。
　なお、現在は抵抗の値を大きなものに変
更している。

 2014-0575

テ
キ
ス
ト
2

2014/05/20

テ
キ
ス

（事故発生地）

北海道

 ＬＥＤライト（電池式）

プッシュライト 3LED

（株）グリーンオーナメント

使用期間：約１６日

 
消費者センター

（受付:2014/06/05）

( A1 )( 製品破損 )

　衣類を２枚重ねた上から使い捨てカ
イロを使用していたところ、袋が破
れ、足に火傷を負った。

　事故品は４辺の縁を溶着している構造で、
事故品の粘着シートは１辺が溶着部との境界
で切断していた。当該切断部及び対辺におい
て粘着シートが境界部で引き込まれて溝に
なっていたことから、事故品の溶着工程に不
具合があり、境界部分の強度が低下したこと
で、当該部位が切断し、内容物が漏れ出たも
のと推定される。

　輸入事業者は、他に同種事故発生の情報
がないことから、既販品に対する措置はと
らなかった。
　なお、今後の製品については、製造工程
を見直すこととした。

 2013-2520

テ
キ
ス
ト
2

2013/12/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

山形県

 カイロ（使い捨て式、貼る
タイプ）

なし

（株）ドン・キホーテ

使用期間：１回

 
消費者センター

（受付:2013/12/19）

( A2 )( 軽傷 )

　充電中のバッテリーから発煙し、周
辺を焼損した。

　バッテリーを別に購入した充電器の鉛充電
池モードに設定して充電したことから、バッ
テリーが過充電状態となり、異常発熱して焼
損したものと推定される。

　輸入事業者は、被害者の誤った使用方法
による事故であることから、措置はとらな
かった。

 2014-1112

テ
キ
ス
ト
2

2014/07/31

テ
キ
ス

（事故発生地）

北海道

 バッテリー（リチウムポリ
マー、ラジコン用）

使用期間：約１５日

 
消防機関

（受付:2014/08/08）

( E1 )( 拡大被害 )

　充電中のバッテリーから出火し、周
辺を焼損した。

　他のバッテリーを充電するため充電器の充
電線及び信号線を接続する際、誤って充電線
を事故品に接続し、信号線を他のバッテリー
に接続したため、事故品の充電状況が確認で
きず、バッテリーが過充電状態となり、異常
発熱して焼損したものと推定される。

　ＮＩＴＥは、引き続き同様の事故発生状
況に注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、輸入事業者は不明であった。

 2014-0409

テ
キ
ス
ト
2

2014/05/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 バッテリー（リチウムポリ
マー、ラジコン用）

使用期間：約９か月

 
消防機関

（受付:2014/05/16）

( E2 )( 拡大被害 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　06.身のまわり品

No. 0053

　モバイルルーターのリチウムイオン
バッテリーが破裂して、電解液が飛散
した。

　バッテリー内部で短絡が生じたため、破裂
して電解液が飛散したものと推定されるが、
短絡が生じた原因の特定はできなかった。

　輸入事業者は、事故原因が不明であり、
他に同種事故発生の情報はないことから、
措置はとらなかった。　ＮＩＴＥは、引き
続き同様の事故発生状況に注視し、必要に
応じて対応することとした。

 2014-0656

テ
キ
ス
ト
2

2014/05/20

テ
キ
ス

（事故発生地）

不明

 バッテリー（ルーター用）

W-3

加賀電子（株）

使用期間：約１か月

 
輸入事業者

（受付:2014/06/13）

( G3 )( 製品破損 )

　使用中の鉛筆削り機から異臭がし
て、火が出た。

　内部の導電部が保護されておらず隙間があ
るため、折れた鉛筆の芯が導電部に入り込ん
で異極間に挟まり、短絡電流が流れて赤熱
し、外郭樹脂を焼損させたものと推定され
る。

　輸入事業者は、２０１４（平成２６）年
６月２０日付けホームページ及び同年７月
２日付け新聞に社告を掲載し、無償で製品
回収を行っている。

 2014-0632

テ
キ
ス
ト
2

2014/05/29

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 鉛筆削り機（乾電池式）

SK-241

（株）ソニック

使用期間：約２か月

 
消費者センター

（受付:2014/06/11）

( A1 )( 軽傷 )

　鉛筆削り機から火が出た。 　内部の導電部が保護されておらず隙間があ
るため、折れた鉛筆の芯が導電部に入り込ん
で異極間に挟まり、短絡電流が流れて赤熱
し、外郭樹脂を焼損させたものと推定され
る。

　輸入事業者は、２０１４（平成２６）年
６月２０日付けホームページ及び同年７月
２日付け新聞に社告を掲載し、無償で製品
回収を行っている。

 2014-0680

テ
キ
ス
ト
2

2014/05/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 鉛筆削り機（乾電池式）

SK-241

（株）ソニック

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2014/06/19）

( A1 )( 製品破損 )

　鉛筆削り機が発熱し、機器の一部が
溶融した。

　内部の導電部が保護されておらず隙間があ
るため、折れた鉛筆の芯が導電部に入り込ん
で異極間に挟まり、短絡電流が流れて赤熱
し、外郭樹脂を焼損させたものと推定され
る。

　輸入事業者は、２０１４（平成２６）年
６月２０日付けホームページ及び同年７月
２日付け新聞に社告を掲載し、無償で製品
回収を行っている。

 2014-0681

テ
キ
ス
ト
2

2014/06/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

不明

 鉛筆削り機（乾電池式）

SK-241

（株）ソニック

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2014/06/19）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　06.身のまわり品

No. 0054

　鉛筆削り機から発煙、発火した。 　内部の導電部が保護されておらず隙間があ
るため、折れた鉛筆の芯が導電部に入り込ん
で異極間に挟まり、短絡電流が流れて赤熱
し、外郭樹脂を焼損させたものと推定され
る。

　輸入事業者は、２０１４（平成２６）年
６月２０日付けホームページ及び同年７月
２日付け新聞に社告を掲載し、無償で製品
回収を行っている。

 2014-0682

テ
キ
ス
ト
2

2014/06/11

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 鉛筆削り機（乾電池式）

SK-241

（株）ソニック

使用期間：約２か月

 
輸入事業者

（受付:2014/06/19）

( A1 )( 製品破損 )

　使用中の鉛筆削り機から発煙した。 　内部の導電部が保護されておらず隙間があ
るため、折れた鉛筆の芯が導電部に入り込ん
で異極間に挟まり、短絡電流が流れて赤熱
し、外郭樹脂を焼損させたものと推定され
る。

　輸入事業者は、２０１４（平成２６）年
６月２０日付けホームページ及び同年７月
２日付け新聞に社告を掲載し、無償で製品
回収を行っている。

 2014-0742

テ
キ
ス
ト
2

2014/06/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 鉛筆削り機（乾電池式）

SK-241

（株）ソニック

使用期間：約２か月

 
輸入事業者

（受付:2014/06/27）

( A1 )( 製品破損 )

　傘を開く際、固定用のはじきとろく
ろの間に指を挟み、軽傷を負った。

　事故品が、ろくろ（開閉時にスライドさせ
る部分）を最も上方にスライドさせた場合、
ろくろ下側と上はじき（ろくろのストッ
パー）に約４ｍｍの隙間が生じる構造であっ
たため、傘を開いた際にろくろがはじきの上
まで上がり、隙間に指が入って挟み込まれた
ものと推定される。
　なお、外装袋及び製品カバー内に差し込ま
れている表示（タグ）には、傘の開閉時に指
を挟まないよう注意する旨、記載されてい
る。

　輸入事業者は、同種事故の発生はあるも
のの重傷被害に至っていないことから、既
販品に対する措置はとらなかった。
　なお、今後の類似製品については、上は
じき部分に安全カバーを取り付けるなど、
設計段階での安全対策を図ることとした。

 2014-1009

テ
キ
ス
ト
2

2014/07/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 傘（折り畳み式）

60cm折りたたみ傘軽量

（株）裕源

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2014/07/29）

( B1 )( 軽傷 )

　小学校で木版画用の板を使用したと
ころ、子ども７人の手足に湿疹が
出た。

　当該製品は、中密度繊維板（ＭＤＦ）で、
事故の症状を引き起こす可能性のあるホルム
アルデヒド等が含有されていた。発症後に患
部を水洗いすることで症状が治まったとのこ
とから、当該製品との接触により刺激性皮膚
炎になったものと推定されるが、被害者への
パッチテスト等が実施できず、原因物質の特
定はできなかった。

　製造事業者は、事故原因が不明であるた
め、既販品に対する措置はとらなかった。
　なお、今後の製品については、体質に
よって皮膚炎を引き起こす場合があり、使
用により発疹・かゆみなどの症状が出た場
合は使用を中止する旨などの注意表示を行
うこととした。

 2014-0798

テ
キ
ス
ト
2

2014/06/16

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 文具（木版画用板）

エコMDFはんがB

（株）サンワ

使用期間：約１か月

 
消費者センター

（受付:2014/07/07）

( G3 )( 軽傷 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　06.身のまわり品

No. 0055

　こたつぶとんの下に重ねて使用する
保温カバーが溶融し、こたつに付着し
た。
　なお、当該製品は、ポリエチレン
フィルム、アルミニウムシート、ポリ
プロピレン不織布で構成されたこたつ
用のカバーで、ポリエチレンフィルム
がこたつ卓上面に接触する構造であっ
た。

　当該製品のポリエチレンフィルムの溶融温
度は約１０６℃で、こたつの卓上面温度に対
して十分な耐熱性がなかったことから、溶融
したものと推定される。
　なお、卓用こたつを掘りこたつとして使用
していたが、当該こたつが与えた影響は不明
だった。

　輸入事業者は、発火等の拡大被害に至ら
ないことから、既販品に対する措置はとら
なかった。　ＮＩＴＥは引き続き同様の事
故発生状況に注視し、必要に応じて対応す
ることとした。

 2013-3926

テ
キ
ス
ト
2

2013/12/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

三重県

 保温カバー（こたつ用）

アルミこたつ保温カバー長方形

（有）ワイズコーポレーション

使用期間：約１か月

 
販売事業者

（受付:2014/03/04）

( A1 )( 拡大被害 )

　こたつぶとんの下に重ねて使用する
保温カバーが溶融し、こたつに付着し
た。
　なお、当該製品は、ポリエチレン
フィルム、アルミニウムシート、ポリ
プロピレン不織布で構成されたこたつ
用のカバーで、ポリエチレンフィルム
がこたつ卓上面に接触する構造であっ
た。

　当該製品のポリエチレンフィルムの溶融温
度は約１０６℃で、こたつの卓上面温度に対
して十分な耐熱性がなかったことから、溶融
したものと推定される。

　輸入事業者は、発火等の拡大被害に至ら
ないことから、既販品に対する措置はとら
なかった。　ＮＩＴＥは引き続き同様の事
故発生状況に注視し、必要に応じて対応す
ることとした。

 2013-3934

テ
キ
ス
ト
2

2014/01/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 保温カバー（こたつ用）

アルミこたつ保温カバー長方形

（有）ワイズコーポレーション

使用期間：約２か月

 
販売事業者

（受付:2014/03/04）

( A1 )( 拡大被害 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　08.レジャー用品

No. 0056

　ネット通販で購入したハンモックを
組み立てていたところ、スタンドの一
部で足に裂傷を負った。

　事故品のスタンドフレームには、床面のキ
ズ付き防止用にゴムが付けられており、事故
品のゴム装着部の金属製ワッシャーが、ゴム
端部から上方にはみ出す形状に設計されてい
たことから、ワッシャーのはみ出し部を裸足
でを踏んで負傷したものと推定される。
　なお、取扱説明書に、組み立て方と取扱上
の注意表示は記載されていたが、ワッシャー
が飛び出ているので注意する旨の表示は記載
されていなかった。

　輸入事業者は、同種事故が発生していな
いことから既販品について措置はとらな
かったが、今後の製品については、ゴム形
状の変更と長円ワッシャーを使わない構造
への変更を予定している。

 2013-2509

テ
キ
ス
ト
2

2013/11/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 ハンモック（自立式）

B006QHNZVM

（株）ＴＯＦ

使用期間：約４日

 
消費者センター

（受付:2013/12/18）

( A1 )( 軽傷 )

　運動器具を使用中、ベルト端の
キャップ角部が足に刺さり、裂傷を
負った。

　被害者が裸足で事故品を使用し、停止間際
の歩行ベルトから降りようとして、本体後端
部のローラーキャップの角部により左足指に
裂傷を負ったものと推定される。
　なお、取扱説明書には、「運動靴を履いて
使用する」、「裸足で使用しない」、「完全
に停止してから降りる」旨、記載があるもの
の、製品本体には裸足禁止等の表示がなかっ
た。

　輸入事業者は、誤った使用方法による事
故とみているため、措置はとらなかった。
　なお、今後の販売品については、イラス
ト入りで警告・注意を記載した案内文書を
添付し、また、本体操作部に、裸足で使用
しない、完全に停止するまでハンドルから
手を離さない旨の警告・注意ラベルを追加
することとした。

 2014-0772

テ
キ
ス
ト
2

2014/06/16

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 運動器具（電動トレッドミ
ル）

AF3500J

アルインコ（株）

使用期間：約１年８か月

 
消費者センター

（受付:2014/07/02）

( B4 )( 軽傷 )

　発光するコマを見ていたところ、目
に異常を感じた。

　コマを回転させたときに出るレーザー光の
強さが、技術基準に適合していない高出力
（クラス２）の製品であり、レーザー光が直
接目に当たったため、目に異常を感じたもの
と推定される。

　輸入事業者は、既販品に対する措置はと
らないが、販売を中止し、販売店から在庫
品を回収することとした。

 2014-0170

テ
キ
ス
ト
2

2013/07/29

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 玩具（コマ、発光機能付）

CL214805

（株）辰巳屋

使用期間：約１日

 
消費者センター

（受付:2014/04/11）

( A1 )( 軽傷 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　09.乳幼児用品

No. 0057

　幼児が靴を履いたところ、面ファス
ナーが壊れた。

　面ファスナーは、靴本体側がフック面、甲
バンド側がループ面の構成であった。事故品
は、左右の靴ともにフック面の一部に毛羽
立ったループが付着し、甲バンド側のループ
が半分程度解れていたことから、ループ部材
裏面に塗布されるコーティング剤の塗布不良
によってループが解れ易くなっていたため、
固着力が低下したものと推定される。

　輸入事業者は、拡大被害には至っていな
いことから、既販品に対する措置はとらな
いが、今後の事故発生状況を注視し、必要
に応じて対応することとした。
　なお、当該製品は既に生産を終了してい
るが、今後輸入する靴については面ファス
ナーメーカーの見直し等を行うこととし
た。

 2014-0822

テ
キ
ス
ト
2

2014/00/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

不明

 靴（幼児用）

リトルステップ

（株）ムーンスター

使用期間：不　明

 
消費者センター

（受付:2014/07/09）

( A2 )( 製品破損 )

　折り畳み式のベビーカーを開こうと
したところ、ヒンジ部分に幼児の指が
挟まり、軽傷を負った。

　子どもが近くにいるときにベビーカーを開
いたため、事故品のヒンジ部にあった子ども
の指がフレームとその受け部に挟まれ、負傷
したものと推定される。
　なお、ヒンジ部に挟み込みの注意喚起を促
す警告表示はなかった。

　輸入事業者は、２００９（平成２１）年
１１月１６日付けでホームページに「ヒン
ジカバー無償配布のお知らせ」を掲載し、
ベビーカー開閉時の注意喚起を行うととも
に、希望者にヒンジカバーの無料配布の案
内を行っている。
　なお、２００９（平成２１）年１１月以
降に販売する製品については、ヒンジカ
バーを標準付属品とした。

 2013-0735

テ
キ
ス
ト
2

2013/06/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 乳母車（折り畳み式）

トライアンフ

野村貿易（株）

使用期間：約７年

 
輸入事業者

（受付:2013/06/18）

( B4 )( 軽傷 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　10.繊維製品

No. 0058

　靴下を着用したところ、足にかゆみ
と湿疹が出た。

　被害者は、事故品及びその抽出物による
パッチテストで陽性反応を示したことから、
事故品に含まれる成分によりアレルギー性接
触皮膚炎を発症したものと考えられるが、原
因物質の特定はできなかった。

　輸入事業者は、被害者の感受性によるも
のとみられる事故であるため、措置はとら
なかった。

 2012-1037

テ
キ
ス
ト
2

2012/01/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

不明

 衣類（靴下）

使用期間：約２か月

 
医療機関

（受付:2012/08/08）

( F2 )( 軽傷 )


